
UTNL-W-0009J

Annual Report of Nuclear Engineering Research Laboratory (1999)
原子力工学研究施設年報(平成11年度)

Nuclear Engineering Research Laboratory
University of Tokyo

Online Reports on Nuclear Engineering
Ed. M. Uesaka and T. Mukohara

Nuclear Engineering Research Laboratory
University of Tokyo



UTNL-W-0009J

目次
0. 巻頭言
1. 大型設備の経過報告

1.1 原子炉「弥生」経過報告
1.2 ライナック経過報告
1.3 ブランケット経過報告
1.4 重照射運転管理部経過報告

2. 研究活動
2.1 原子炉本部
2.2 原子炉機器工学研究部門
2.3 ビーム物質相関部門
2.4 原子炉設計工学研究部門
2.5 ライナック運転管理部
2.6 ブランケット管理部
2.7 重照射運転管理部

3. 研究発表
3.1 原子炉本部
3.2 原子炉機器工学研究部門
3.3 ビーム物質相関部門
3.4 原子炉設計工学研究部門
3.5 ライナック運転管理部
3.6 ブランケット管理部
3.7 重照射運転管理部

4. 教育
4.1 原子炉本部
4.2 原子炉機器工学研究部門
4.3 ビーム物質相関部門
4.4 原子炉設計工学研究部門

5. 研究施設一年間の行事
6. 研究施設見学者一覧
7. 海外出張記録等

7.1 教職員海外出張記録
7.2 大学院生海外出張記録
7.3 海外研究員・短期留学生記録

8. 学会賞等
9. UTNLレポート一覧

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html
http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/hitkeika.html


UTNL-W-0009J

巻頭言
主任教授 岡 芳明

本年報は東京大学大学院工学系研究科附属原子力工学研究施設の平成11年度
の研究教育活動、研究設備の運転状況などについてとりまとめたものであ
る。本施設には高速中性子源炉「弥生」、電子ライナック、核融合ブラン
ケット設計基礎実験装置、重照射研究設備(HIT)がある。前2者は全国大学共
同利用、ブランケットは工学系研究科内のHITは原子力研究総合センターを
通じて学内の共同利用に供している。なおこれらの設備はいずれも活発に利
用されており、個々の研究テーマの成果はそれぞれの成果報告書にまとめら
れている。

本年度は平成10年度補正予算にて導入したフェムト秒高速量子現象研究設備
に周辺機器の整備を行うことができた。本研究設備はフェムト秒電子ライ
ナックレーザー同期システム、12TW50フェムト秒レーザーシステムと分析
装置群より構成されている。本施設の電子ライナックは世界最短の電子パル
スを発生できその世界記録を何度もぬりかえてきたが、本装置によりそのか
がやかしい歴史に新たなぺージを加えることが可能になった。この装置を用
いてフェムト秒時間領域の放射線化学反応が分析できる。12TWレーザはそ
の照射によりレーザプラズマを作り、電子、X線、イオン、中性子等の極短
ビームを生成できる。これによりまず原子ダイナミックスの動画像化の研究
を進めている。従来の静止情報に比べてさらに進んだ情報が得られると期待
している。

本施設では平成7年度に独自に外部評価を実施し、高い評価を得ているが、
平成11年度は工学系研究科が外部評価を実施するのに伴い、2度目の外部評
価を受けることになった。外部評価委員長は村上健一日本原子力研究所副理
事長で委員には木村嘉孝高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所
長、藤原正巳文部省核融合科学研究所長、峰松昭義東京電力(株)原子力技術
部長と各方面の代表する方々をお迎えした。評価は組織・運営・人事、教
育、研究部門の成果、その他の項目についてまとめられた。幸い、これまで
の成果と今後の方向性について高い評価を受け期待が表明された。いただい
た貴重なご意見、示唆は今後の展開において活用したいと考えている。本施
設では弥生研究会と名付けた多くの研究会を共同利用の一環として開催して
いるが、それらとは別に原子力全体を視野に入れその発展を図るために「核
エネルギーシンポジウム」を毎年開催している。平成11年度は9月13日に開
催し、吉川弘之日本学術会議会長に「エネルギーと学問」と題して特別講演
をしていただくことができた。午後には共同利用成果の発表とともに施設教
官により「21世紀と原子力発電」「超臨界圧軽水冷却炉の概念」の講演が行
われ、その後の懇親会も含めて産業界や大学、研究期間からの参加者と意見
の交換が行われた。

平成11年9月30日に本施設から約5km離れた東海村のJCOで臨界事故が生じ
た。当日は東大システム量子工学科学生の原子炉実習中であったが事故発生
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の報により中断し学生を帰宅させた。環境モニタは風向のかわった夜になっ
てバックグラウンドの数倍程度のピークを4回観測したが、これは過去に中
国が大気中核実験をした時に観測したのと同程度であった。この事故以降、
防災対策、地元市町村との協定、核燃料物質の規制等が強化され、少ない職
員数でこれらに懸命に対応しているのが実情である。本施設を支えている教
職員数は原子力研究総合センターの重照射研究設備関係者も含めて全体で46
名でうち17名は非常勤の職員である。一方平成11年度に本施設の研究部門に
所属した学生は博士課程21名、修士課程24名、卒論生8名の53名であった(平
成12年3月3日現在)。また、うち外国人留学生は9名で国際化の傾向も顕著で
ある。さらに、平成9年より発足した機関研究員制度を利用して8名が研究に
いそしんでおりうち5名は外国人研究者である。平成10年度から採択された
未来開拓事業でも3名のリサーチ・アソシエイトが研究に参加している。そ
の他、非常勤講師、受託研究員の各2名を合わせると、総勢121名が日夜活動
していることになる。本年報では教職員の研究成果とともにこれらの学生の
研究活動および学位論文、卒業論文の内容についてもとりまとめている。

最後になったが、これらの活動は文部省、工学系研究科長、評議員、協議員
をはじめとする工学系研究科の先生方、運営委員会や実験計画委員会の先生
方、ならびに日本原子力研究所の各位のご高配、ご厚情、ご指導の賜であ
り、ここに厚く御礼申し上げる。
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Section 1.1

1. 大型設備の経過報告

1.1 原子炉「弥生」経過報告

1) 平成11年度利用・運転について

昨年同様の高速中性子科学研究設備開発用として60kWh/2weeks運転を含
め、年間420.0kWhを消化した。（年間運転時 間537時間53分）この間、第26
回定期検査にも無事合格し、年間を通じ支障なく運転を終了した。なお表
Ⅰ-1-2に示される 計画外停止 1件は外部要因による商用電源の瞬断によるも
のである。(平成12年１月21日発生)

2)運転スケジュールと利用実績

表1-1-1 にH.11年度に係る年間運転計画予定書を示す。結果として、年間53
週中37週（原子炉実習Ｂを含む。）の運転を実 施した。また、表Ｉ-1-2 に
同年度の全利用実績集計一覧を示す。 　

3)設備改善等

a.排気系比例制御バタフライ弁の一部更新

排気設備の比例制御バタフライ弁の一部（５台）を予防保全を目的に更新し
た。

b.原子炉運転データの計算機入力用アイソレーションアンプユニットの更新

原子炉運転データを計算機へ入力するためのアイソレーションアンプが老朽
化してきたため、新たなアイソレーションアンプ ユニットに更新した。 　

c.モニタリングポストの設置

原子力災害対策特別措置法の制定に関連して、従来のモニタリングポスト
(２基)に加えて高線量当量率対応のγ線モニタ と中性子線モニタを新設し
た。また併せて原子力防災資機材として備え付けることが義務付けられた資
機材の整備と放射 線観測データの公開を目的に正門に専用表示盤を設置し
た。
平成10年度 共同利用テーマ一覧表(Kシリーズ)

平成10年度 共同利用テーマ一覧表(Fシリーズ)

平成10年度 弥生研究会一覧
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平成10年度共同利用テーマー覧(Kシリーズ)

採番 テーマ名 研究テーマ代表
者

実験参
加代表
者

施設内
幹事

10K-1 核融合炉セラミックス材料照射
下発光・トリチウム回収 田中 知 田中 知 山口 憲

司

10K-2 弥生特性測定 岡 芳明 岡 芳明 斎藤 勲

1OK-3 機能性材料の中性子照射効果 寺井 隆幸 寺井 隆
幸

山口 憲
司

10K4 半導体に対する高速中性子照射
効果 木村 逸郎 木村 逸

郎 斎藤 勲

10K-5 材料の中性子照射損傷基礎過程 関村 直人 関村 直
人

岩井 岳
夫

10K-6 プラズマ対向材料(PFM)に対する
中性子照射効果 田辺 哲朗 田辺 哲

朗
山口 憲
司

10K-7
高純度Ge検出器による放射性核
種のin-situ測定法(現場測定)の開
発に関する研究

越塚 誠一 寺井 邦
雄 斎藤 勲

10K-8 核融合炉材料と水素の相互作用
に関する研究 山脇 道夫 山口 憲

司
小野 双
葉

10K-9
放射性廃棄物固化体からの照射
下物質移行メカニズムに関する
実験(4)

田中 知 田中 知 斎藤 勲

10K-10 弥生炉を用いたマイナーアクチ
ニド核種の崩壊熱測定実験 岡 芳明 若林 利

男 斎藤 勲

10K-11 放射線環境下における光ファイ
バー分布測定法に関する研究 中澤 正治 高田 英

治
原野 英
樹

10K-12 中性子ドシメトリーの高度化研
究 井口 哲夫 井口 哲

夫
原野 英
樹

10K-13 高速中性子を用いるデジタノレ
ラジオグラフィの研究と応用 玉置 昌義 玉置 昌

義
吉井 康
司

平成9年度のKシリーズは16テーマ。斜線は本年度よりの新規テーマを示
す。



平成10年度共同利用テーマー覧(Fシリーズ)

採番 テーマ名 研究テーマ代表
者

実験参
加代表
者

施設内
幹事

10F-1 原子炉の寿命評価に関する研究 宮 健三 宮 健三 吉田 義
勝

10F-2 超電導体の電磁現象 宮 健三 宮 健三 出町 和
之

10F-0 アクチニド化合物・合金の高温
物性及び反応性の研究 山脇 道夫 山口 憲

司
小野 双
葉

10F-4 高速炉の熱流動 班目 春樹 岡本 孝
司 鶴 大悟

10F-5 超臨界圧軽水炉の設計研究 岡 芳明 岡 芳明 越 塚誠
一

1OF-6 画像認識技術の応用に関する研
究 岡本 孝司 岡本 孝

司 鶴 大悟

10F-7 照射相関法の高度化に関する研
究 関村 直人 関村 直

人
岩井 岳
夫

10F-8 高温ガス炉(HTGR)安全解析の高
度化に関する研究 班目 春樹 岡本 孝

司 鶴 大悟

1OF-9 TRU元素の地下環境中移行挙動
(3) 田中 知 田中 知 山口 憲

司

10F-10 原子炉熱出力変動吸収機構の開
発研究 菱田 誠 椎名 保

顕 上坂 充

10F-11 原子力燃料・材料システムにお
ける界面現象 山脇 道夫 山口 憲

司
小野 双
葉

10F-12 「弥生」のシミュレーションシ
ステムの構築 佐藤 圭祐 佐藤 圭

祐
岡本 孝
司

平成9年度のFシリーズは11テーマ。斜線は本年度よりの新規テーマを示す。



平成10年度弥生研究会一覧

採番 研究会名称 (開催回数) 主催者 申請者 場所

10Y-1　
研究炉等の運転・管理及
び改良に関する研究会
(14)

岡 芳明 斎藤勲 H11年2月又は3月
原施

10Y-2　 核融合炉材料研究会(12) 関村 直人 関村 直人 H1O年8月頃
原施

10Y-3 核融合炉工学研究会(11) 宮 健三 吉田 義勝 H1O年12月
原施または本郷

10-Y4　 新型核燃料材料研究会
(1O) 山脇 道夫 山脇 道夫 H11年3月23日

東京

10Y-5　 核融合炉燃料サイクルの
基礎過程(9) 山脇 道夫 山口 憲司 H11年3月3日

東京

10Y-6　 放射線検出器とその応用
研究会(8) 高橋 浩之 高橋 浩之 H11年1月

高エネ研

10Y-7　 原子力分野における流体
関連振動研究会(8) 班目 春樹 班目 春樹 H1O年8月

原施

1OY-8　 ライナックの技術と応用
に関する研究会(8) 上坂 充 上坂 充 H11年3月

原施

10Y-9　 粒子画像流速測定法研究
会(6) 川橋 正昭 岡本 孝司 H1O年12月11日

東京

1OY-1O　 廃棄物処理・処分の界面
・表面科学(4) 田中 知 長崎 晋也 H1O年6月

本郷

10Y-11　 粒子法研究会(3) 岡 芳明 越塚 誠一 H10年8月頃
東京

10Y-12　 放射線効果の解明と応用
(2) 勝村 庸介 勝村 庸介 H1O年8月

東京

1OY-13　 核エネルギーシンポジウ
ム(2) 勝村 庸介 岡本 孝司 H1O年6月12日

本郷・山上会館

10Y-14　 新型炉研究会(8) 岡 芳明 越塚 誠一 H1O年9月22日
東京

平成9年度は14テーマ。
10Y-14は年度途中に申請された。
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Section 1.2

1. 大型設備の経過報告

1.2 ライナック経過報告

(1) 平成１１年度のライナック本体関係の故障としては、18Lライナックシス
テム用の真空ポンプ電源不良による交換、及びクライストロンI用パルサー
のIVR回路不良交換を行った。しかし、マシンタイムに影響を与えることは
なかった。

(2) 平成１１年度のライナック運転は、表１に示すように、利用モード32
週、点検７週、保守10週、運休４週で計画した。利用モードは、表２に示す
ように共同利用テーマ８件（内３件が新規、平成10年度は10件）と施設内利
用１件に供された。

(3) 平成１０年度末に更新された、サブハーモニックバンチャーの特性測定
を実施した結果、更新前のシングル電子ビームの安定性より格投向上した結
果が得られた。又、ライナックと同調電子パルス測定装置を用いた同期運転
において、数分間で330fs(rms)、数時間で2.1ps (rms)というより向上した結果
が得られ、パルスラジオリシス実験を行った所、30psの時間分解能を達成で
きた。又、12TWレーザー装置を用いて、極短パルスのＸ線発生に成功し、
静止画像のＸ線回折像の取得に成功した。

図2 平成11年度ライナック運転計画

表2 平成11年度ライナック共同テーマ一覧
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表2 平成11年度ライナック運転計画

上 半 期 下 半 期

月 週 項 目 月 週 項 目

4月 1 1カ年点検週 10月 28 保守週

2 1カ年点検週 29 利用週

3 1カ年点検週 30 利用週

4 利用週 31 点検週

5 利用週 32 利用週

5月 6 保守週 11月 33 利用週

7 利用週 34 利用週

8 利用週 35 保守週

9 利用週 36 利用週

6月 10 利用週 12月 37 利用週

11 点検週 38 点検週

12 利用週 39 保守週

13 利用週 40 冬期運休

14 利用週 41 冬期運休

7月 15 保守週 1月 42 保守週

16 点検週 43 利用週

17 利用週 44 利用週

18 利用週 45 利用週

8月 19 利用週 2月 46 保守週

20 夏期運休 47 利用週

21 夏期運休 48 利用週

22 保守週 49 利用週

9月 23 利用週 3月 50 保守週

24 利用週 51 利用週

25 利用週 52 利用週

26 原子炉実習 53 利用週

27 原子炉実習



表２　平成10年度ライナック共同テーマ一
覧

採　番 テーマ名 テーマ代表者 実験代表者 施設内幹事

10L-01 水溶液の放射線効果 勝村庸介 勝村庸介 渡部貴宏

10L-02 高分子材料への応用 山下 俊 山下 俊 上坂 充

10L-03 ポンプ&プローブ法を用いる
超高速反応研究 勝村庸介 勝村庸介 渡部貴宏

10L-04 フェムト秒パルス電子線モニ
ターの開発 中沢正治 細野米市 上坂充

10L-05 レーザー・フェムト秒パルス
電子線モニターの開発 中島一久 中西 弘 吉井 康司

10L-06 機能性材料の電子線照射効果 寺井 隆幸 寺井 隆幸 山口 憲司

10L-07 コヒーレントな遷移放射を用
いたバンチ計測の研究 池澤幹彦 柴田行男 渡部貴宏

10L-08 フェムト秒X線回折 上坂充 上坂充 渡部貴宏

10S-01 フェムト秒ライナックのため
のマシンスタディ 上坂充 上坂充 　　－
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1. 大型設備の経過報告

1.3 ブランケット経過報告
管理部長 山口 憲司　助教授

総合管理室 小野 双葉　助　手

（１）平成１１年度利用について

本装置は工学部内共同利用施設で、核融合ブランケット設計基礎実験装置運営委員会により運用されて
いる。委員長は原子力工学研究施設の班目春樹教授が担当された。平成１１年度は表１に示す２４件の
研究テーマが採択され研究が進められた。

（２）実験室管理責任者

実験室管理責任者を表２に示すように選任し、実験室の管理及び火元責任者とした。

（３）本装置の修理整備について

表３に管理業務報告等メモを示す。

平成１１年度の特記事項としては、冷房用冷却塔周り、ＲＩ貯留糟バルブ等大型設備あるいは玄関ドア
を含めた各実験室等の扉開閉機構の老朽化に伴い、これらの補修・整備を重点的に進めた。実験室およ
び廊下の照明器具(蛍光燈など)については、随時新規更新を実施しており、今年度は、第一壁電磁現象実
験室、重イオン準備室、核融合量子工学準備室、実験室便所、トリチウム実験室および中性子発生装置
室の蛍光燈器具を更新した。さらにトリチウム実験室および中性子発生装置室については、実験室内の
水銀灯についても一部交換を実施した。

100keVイオン加速器および14MeV中性子発生装置については、利用者からの申し出でがあり廃止の方向
で検討をはじめた。

表２. 平成１１年度核融合炉ブランケット設計基礎実験装置実験室管理責任者

　 管理責任者（正） 管理責任者（副） 管理責任者(副)

(ＢＬＴ管理部)

超電動工学
実験室 班目 春樹**　 岡本 孝司　 山口 憲司*　

重イオン照
射実験室 関村 直人* 河西 寛　 山口 憲司**

汎用実験室
山脇 道夫* 山口 憲司** 小野 双葉

トリチウム
工学実験室 田中 知*　 山口 憲司 小野 双葉**

核融合量子
工学実験室 中沢 正治* 高橋 浩之 小野 双葉**

第一壁電磁
現象実験室 宮　 健三** 出町 和之 山口 憲司*

　＊＊：火元責任者(正) 、＊：火元責任者(副)

　

表１. 平成11年度核融合炉ブランケット基礎実験装置 研究テーマ一覧

番号 研　究　テ　―マ 代表者

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


9901 プラズマ／固体界面粒子輸送挙動 田中　知　

9902 デイスラブション時の第一壁の挙動 班目　春樹

9903 水素同位体ビームによる第一壁燃料ダイナミックスの研究 山脇　道夫

9904 固体表面近傍における粒子挙動の評価 山口　憲司

9905 固気・固液界面における水素、水、イオン粒子の吸着・脱離に関する量子化学
的検討（Ⅲ）

長崎　晋也

9906 核融合炉材料の照射下挙動評価に関する研究 閲村　直人

9907 動的観察手法を用いた照射下物質表面・内部のミクロ変化機構 関村　直人

9908 非金属材料のイオン照射効果 石榑　顕吉

9909 高エネルギー粒子プロセシングによる材料物性の制御と新物質創製 寺井　隆幸

9910 高温超電導体の核融合炉高度化への応用 宮　　健三

9911 核融合炉第一壁の電磁的非破壊検査 宮　　健三

9912 固体増殖材からのトリチウム回収挙動に及ぼす表面過程と照射効果の研究 田中　知　

9913 液体ブランケット材料の化学的挙動 寺井　隆幸

9914 核融合炉実用材料へのトリチウムの付着と能動的除染 田中　知　

9915 トリチウム―材料相互作用におけるトラップメカニズム 小野　双葉

9916 ウラン合金・化合物の水素同位体吸収放出特性 山脇　道夫

9917 光学的手法による核融合反応放射線場のキャラクタリゼーション 中沢　正治

9918 多次元定量可視化に関する研究 岡本　孝司

9919 相変化を伴う熟流動現象のモデリングに関する研究 岡　　芳明

9920 ダストの同定、形成と移動現象 長崎　晋也

9921 液体増殖材料とセラミックスとの両立性 田中　知　

9922 トカマク型D3He核融合動力炉の成立性に関する研究 近藤　駿介

9923 超臨界圧二酸化炭素伝熱挙動 班目　春樹

9924 NaFe複合酸化物の化学熱力学特性に関する基礎的研究 山脇　道夫

　

　

表３. 平成11年度ブランケット管理部業務報告等メモ

　 内 容

４月 ・BLT棟建屋外環境整備:貯水槽清掃、庭木(松)剪定、玄関ドア補修など(4/2～)　

・ＲＩ貯留槽、希釈槽および排水槽漏水チェック対応・異常なし(4/8～)

・ PAC-7（量子工学）、PAC-8（トリチウム工学）点検・異状なし(4/12)

・ 冷房用パッケージ・シーズンイン点検 →フィルター腐蝕・交換(4/14)

・ ＲＩ貯留槽バルブ不調・点検調整　　→要交換(4/20)

・ ＲＩ排水槽排水(4/27)

５月 ・ 超電導工学実験室。空調用スイッチ交換(5/24)

・ 実験用冷却水用冷却塔シーズンイン点検 →水槽下部腐食有り(5/26)

・ ろ過水ポンプ用リレーおよびタイマー交換(5/27)



６月 ・ 中性子発生装置室・インターロックチェック(6/3)

・ PAC-7（量子工学）、PAC-8（トリチウム工学）フィルタ-交換(6/14)

７月 ・ 重イオン照射準備室・薬品整理(7/2)

・ 超電導工学実験室・機械室 →ローカルエアコン設置(7/8～)

・ ディーゼル発電機潤滑油粘性低下→交換(7/9)

・ 各種法定点検実施（技術室）＊(7/10)

・ 温水ボイラー整備および性能検査(7/21～8/3)

８月 ・ ＲＩ施設・上期自主点検(8/1～)

・ 整流器・蓄電池＝経年劣化のため更新(8/3)

・ 東海村消防署よりアルカリ金属取扱状況調査(8/18)

・ 東大・工学部より実験台・製図台・製図用椅子の保有台数調査依頼(8/27)

・ ＲＩ貯留糟排水→対応(8/27)

９月 ・ ごみ保管用プレハブ設置(9/28)

１０月 ・ ３１日 1ヶ月、3ヶ月法定点検実施(技術室)(10/1～10/31)

・ トリチウム工学実験室：RF-6のＶベルト交換(10/20)

１１月 ・ パッケージ・シーズンオフ点検(11/4)

１２月 ・ 地下機械室・発電機室用吸気ダクト補修工事(12/20)

・ ＢＬＴ棟内居室扉アーム補修（２ヶ所）(12/20)

・ 原研境界フェンス整備(12/21)

１月 ・ 排水用Ｕ字溝設置(1/12)

・ ＲＩ施設・下期自主点検(1/20～)

・ 超電導工学実験室用モジュトロモータ交換(PAC-2)(1/25)

２月 ・ ＢＬＴ棟内クレーン点検（6実験室）(2/9～)

・トリチウム工学実験室用排風機(RAF-6)ベアリング交換(2/18)

・ ヘルメット掛設置工事(2/18)

・ 重イオン照射実験室・クレーンワイヤー破損交換(2/22)

・ ＢＬＴ棟内老朽蛍光燈器具交換(2/28～)

３月 ・本部・防火対象物及び危険物施設の立入り検査対応(3/2)

・ 汎用実験室・配電盤整備(3/7～)

・ トリチウム工学実験室(PAC-7)及び中性子発生装置室(PAC-8)パッケージフィル
ター交換(3/16)

技術室対応：法定点検など（風量測定およびＶＤ動作点検／１年、地下タンク貯蔵所点検／６月、
濾過水設備および浄化槽点検／３月、絶縁抵抗、ディーゼル発電機点検など機械室点検／１月）

●   
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1. 大型設備の経過報告

1.4 重照射運転管理部経過報告

（１）概要

本年度で共同利用を開始して14年目を迎え、加速器及び周辺装置のマイナー
なトラブルはあったが、本年度もマシ ンタイムに大きな支障を与えるよう
な故障は幸いにしてなく、共同利用は概ね予定通り消化した。 　

平成11年度もプロジェクト研究及び一般研究の募集を行い、採択を重照射委
員会で行った。プロジェクト研究は上 半期１件、下半期１件の応募があ
り、審査の結果採択された。一般研究については上半期13件、下半期12件の
応 募があり、全てのテーマが採択された。また平成11年度のマシンタイム
は上半期、下半期ともに14週であった。安全 審査は例年通り、重照射棟・
設備安全管理委員会で行われ、全て問題なく審査をパスした。 　

設備面では、バン・デ・グラーフ加速器は従来のRFイオン源と微粒子イオ
ン源の2用途で有効的に使用された。タン デトロン加速器ではユーザーの希
望に沿うような形で種々のイオン種を発生させ、実験に提供することができ
た。ま た、中性子発生室に設置したイオンビーム照射下陽電子ビーム測定
装置を用いて、イオンビームによって生成する 欠陥を照射下で検出するこ
とができた。 　

財政面では前年同様、ユーザーから利用日数に応じて利用料金を徴収して予
算の不足分に充てた。

（２）平成11年度の利用運転

バン・デ・グラーフ、タンデトロン共に上・下半期を通じてほぼ順調に運転
が行われた。11年度共同利用研究テーマ一覧及び運転・点検予定表を表１、
２、３に示す。 　　　

（３）保守及び設備改善等

　　バンデグラーフ：

イオン源交換1.  
ドライブモータ・オルタネータのベアリンググリースアップ2.  
1500リットルターボ分子ポンプの電源交換3.  

file:///E|/My Documents/99nenpo/index.html
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　　タンデトロン：

Cu, P, Feなど、各種イオン源の利用開始1.  

（４）表

�表１　上半期学内共同利用テーマ一覧
�表２　下半期学内共同利用テーマ一覧
�表３　重照射研究設備運転・点検予定表
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11年度上半期学内共同利用テーマ一覧

テーマ 代表者�
所属� 研究課題

99P001 石榑顕吉�
院工・システム量子�

低次元構造体の電子物性に対する高エネル
ギーイオン照射効果

99H001 関村直人�
院工・システム量子 同時照射効果の基礎研究

99H002 関村直人�
院工・システム量子�

金属材料の照射下組織変化のモデル化と表
面改質

99H003 柴田裕実�
原総センター�

イオンビーム励起時間分解分光法による凝
縮相の研究

99H004 田中　知�
院工・システム量子� セラミックスの照射下発光測定

99H005 山脇道夫�
院工・システム量子�

固体酸化物材料の表面電位に及ぼすイオン
照射効果

99H006 鈴木敬愛�
生産研�

イオン照射による材料の組織および強度変
化

99H007 �柴田裕実�
原総センター

マイクロイオンビームの生成と応用に関す
る研究

99H008 中沢正治�
院工・システム量子

放射線起因現象の特性評価と放射線計測へ
の応用に関する研究

99H009 寺井隆幸�
工・総試� イオン注入による機能性材料の開発

99H010 岩井岳夫�
原総センター

MeVイオンビームを用いた欠陥生成－強度
特性変化相関に関する研究

99H011 佐々木　晶�
理・地質学 超高速微粒子加速実験と検出技術の開発

99H012 �伊藤泰男
原総センター

イオンビーム照射下陽電子消滅実験と応用
に関する研究

99H013 岩井岳夫�
原総センター

材料強度に対する局所融解効果の基礎的研
究

ＨＩＴホームページへ
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11年度下半期学内共同利用テーマ一覧

テーマ 代表者�
所属� 研究課題

99P101 石榑顕吉�
院工・システム量子�

低次元構造体の電子物性に対する高エネル
ギーイオン照射効果

99H101 岩井岳夫�
院工・システム量子 同時照射効果の基礎研究

99H102 関村直人�
院工・システム量子�

金属材料の照射下組織変化のモデル化と表
面改質

99H103 柴田裕実�
原総センター�

イオンビーム励起時間分解分光法による凝
縮相の研究

99H104 田中　知�
院工・システム量子� セラミックスの照射下発光測定

99H105 山脇道夫�
院工・システム量子�

固体酸化物材料の表面電位に及ぼすイオン
照射効果

99H106 �柴田裕実�
原総センター

マイクロイオンビームの生成と応用に関す
る研究

99H107 中沢正治�
院工・システム量子

放射線起因現象の特性評価と放射線計測へ
の応用に関する研究

99H108 寺井隆幸�
院工・システム量子 イオン注入による機能性材料の開発

99H109 岩井岳夫�
原総センター

MeVイオンビームを用いた欠陥生成－強度
特性変化相関に関する研究

99H110 佐々木　晶�
理・地質学 超高速微粒子加速実験と検出技術の開発

99H111 伊藤泰男
原総センター

イオンビーム照射下陽電子消滅実験と応用
に関する研究

99H112 岩井岳夫�
原総センター

材料強度に対する局所融解効果の基礎的研
究

ＨＩＴホームページへ
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平成１１年度重照射研究設備運転・点検予定表
　

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

運転
点検
予定

12ヶ月点
検

利用
運転

調
整 利用運転 ３ヶ月点検 利用運転 ６ヶ月

点検
夏期運

休
６ヶ月点

検 利用運転 調
整

上半期

　

　

月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

週 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

運
転
点
検
予
定

利用運転 調
整 利用運転 ３ヶ月点検 冬期運休 利用運転 調

整 利用運転 12ヶ月点検

　 下半期
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2. 研究活動

2.1 原子炉本部研究部門

(1) 構成

教授 班目　春樹

助教授 岡本　孝司

助手 田中　源太郎

研究機関研究員 高　　漢瑞、高木　敏幸、飯田　将雄

受託研究員 二木　正一郎

協力者 助川　敏男（当研究施設技官）

大学院生

博士課程3年 ビストリツェアヌ ミハイ、松山　敬介

1年 櫻井　克巳

修士課程2年 佐々木　俊武、徳田　剛、中務　貴之

1年 新　康弘、秋山　寛

学部学生4年 森元　雄一郎

(2) 主な研究活動

多液面区分線形振動系のカオス的挙動に関する研究

森元雄一郎・松山敬介・班目春樹・岡本孝司

多液面系を有するSPWR(System-integrated PWR)の均圧注入系
（PBIS：Pressure Balanced Injection System)は、 加圧ライン(PL管)と注入ライ
ン(IL管)により構成されており、LOCA 時に格納容器内のボロン水 を原子炉
容器内に両容器内の圧力バランスを利用して受動的に注入し炉心を冷却する
系である。この多液 面系を模擬した実験体系において、ある特定の条件を
与えることによって 液位やタンク内圧力が減衰振動を繰り返し、しかもそ
の繰り返し周期 が一見不規則に変動する現象が発見された。体系は、メイ
ンタンク、サブ タンク、および垂直管内に液面が存在し、多液面系を構成
している。メインタンク上部からの窒素ガス流入に よってメインタンク内
の液位は押し下げられる。 これが垂直管下端以下になると、垂直管を通し
たガス噴出が繰り返し行われる。 この系は、液面の位置によってカバーガ
スの流入出が切換わる。振動系としては、カ バーガスの流入出による区分

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


系と考えることができる。 このような単純な体系における振動の複雑な挙
動の調査は、流体工学、ならびに 振動工学にとって興味深く有義であると
思われる。一方、近年比較的低次 元で記述される非線形振動系の挙動に着
目した研究が工学の分野に限らず種々の分野においていくつも報告されてお
り、 最近では非常に注目されているカオス問題とも関連し大変興味深い問
題である。その中で も、機械や構造物に見受けられる区分的に線形な系、
例えば衝突、がた、クーロン摩擦などを持つ系では、接続点の非線形性ゆえ
に 系挙動は複雑となることが知られている。そこで、先の多液面系を非常
に単純で 区分的に線形ではあるが接続点の非線形性のために複雑な挙動を
示すモデル方程式を導出し、主にパラ メータの変化による分岐現象につい
て考察した。

超臨界二酸化炭素における強制対流熱伝達の可視化測定に関する研究

高 漢瑞・桜井克巳・岡本 孝司・班目 春樹

超臨界圧水を冷却材に用いた新型の原子炉が現在開発中である。超臨界流体
の熱伝達特性は通常の未 臨界の流体に比して極めて特異であり、臨界点近
傍において熱流速や流量に依存した伝熱促進、あるいは劣化については広く
知られている。一方流体挙動については条件に応じて単相流、二相流どちら
の性質も示 すため、未解明な部分もある。またこの性質は水と二酸化炭素
では類似している。本研究では超臨界圧二 酸化炭素の強制ループを用い、
垂直上昇矩形流路における二酸化炭素の強制対流熱伝達を、干渉計などの光
学的手法によって 可視化計測している。

プラズマディスラプション時の第一壁の挙動に関する研究

徳田　剛、助川　敏男、岡本　孝司、班目　春樹

融合炉のダイバータや第一壁はプラズマからの熱流、イオン及び中性粒子な
どの照射などを受け、物理 及び化学スパッタリング、溶融、蒸発などに
よって損耗する。しかし、プラズマと炉壁の間では、蒸発した炉壁粒子が炉
壁に再付着することや 蒸発した炉壁粒子が熱流を遮断したりするため正味
の損耗過程は複雑である。 ITERではこれらを考慮して得られた計算結果か
ら、ダイバータターゲットには炭素繊維複合材 CFC(Carbon Fiber
Composite)、第一壁にはベリリウム、バッフル板及びドームにはタングステ
ンを使用する ことになっている。しかし、プラズマ対向壁の寿命は正常放
電時の損耗に加えディスラプション時の損耗によって決定され、 その損耗
過程はさらに複雑であり、寿命を評価する上で実験と計算に関するデータが
少ない のが現状である。本研究はカーボン製プラズマ対向材料とプラズマ
の相互作用を評価するため、 MPD(Magnet-plasma-dynamic)アークジェット
で高熱負荷を与え、飛散した黒鉛粒子が放出する発光スペク トルを測定
し、その振る舞いを評価することにある。具体的には異方性、等方性及び繊
維複合材等の熱伝導率の違った 各黒鉛を使用し、放出する発光スペクトル
を分光分析すると共にその蒸発量の測定を行い、同 時にそれぞれの黒鉛に
おいて繰り返し高熱負荷による損耗評価を行った。



自由液面と乱流場相互作用

田中　源太郎、岡本　孝司、班目　春樹

自由液面を有する体系、例えば種々の工業プラント内等において、気液界面
での流場と液面の相互作用 は、液面の自励振動や旋回渦による気泡巻き込
みといった非線形現象を引き起こす要因となる。これらの 非線形界面現象
は、ループ内流体の流動特性を著しく低下させるとともに、プラント内配管
等に深刻な影響 を与える。 これらの現象の回避のためには、気液界面での
流場と液面との相互作用の解明が必要である。 現在、数値解析手法の充実
により様々な体系での流体計算が可能である。 流れの数値解析において、
自由液面を有する体系における 流動計算は、波動する液面を境界条件とし
なくてはならない。しかしながら、 準静的液面を除いてこの 境界条件を正
しく与えるような知見は未だ得られていない。従来、自由液面と液体 内部
の流速との相互作用を計測した研究は主としてLDVを用いて行われている。
ところが、これらの研究のほとんどは、液体側の流速分布を測定 している
に留まっており、液面変動の同時測定は行われていないため、 液面の変動
と内部流速分布の相互作用は明らかにされていない。また、その相互作用は
多分に３次元 的である。LFDのような液位計やLDVといった流速計は測定の
精度は高いが、点計測であるというデメリット があり、液面と流場の相互
作用を解析する上では、十分な情報を得ることができない。 本研究では、
自由液面の3次元計測手法である Speckle法を開発した。Speckle法は簡易な光
学系で液面の形状を測定すること ができるuniqueな手法である。このスペッ
クル法を用い、Stereo-PIV等の他の流速測定法と組み合わせる ことにより
自由液面と液面下流場の高精度同時計測システムを構築を推進する。

RBFネットワークを用いた断層画像の再構築

高木敏幸、岡本孝司

観測領域や観測時間等が制限され、対象とする媒質から十分な投影データ数
が得られない場合、従来の手 法では対象を再構築することは非常に困難で
ある。このような対象を再構築するには、対象に関する事前知 識に基づい
て情報量の不足を補間する必要がある。本稿では、制限されたデータからラ
ジアル基底関数(Radial Basis Function、以下、RBFと略す)ネットワークに対
象の媒質に関する事前知識を組み込んだ学習 則を提案し、対象の断層画像
を再構築する手法を示した。

相互結合型ネットワークによる流れ場の速度ベクトル分布の測定

高木敏幸、岡本孝司

濃度相関法や輝度差累積法は設定する画素マトリクスのサイズが大きい場
合、測定画素点における空間分 解能の低下が避けれられず、物体等の境界
壁近傍での速度計測が困難になる。逆に、画素マトリクスのサ イズを小さ
く設定した場合、設定領域と探索領域の間に十分なパターン間の距離や相関
が得られないため過誤ベクトルが生成 される頻度が高くなる．そこで、本



稿では濃度相関法や輝度差累積法によって得られ た、最大相関値あるいは
最大類似度を示す領域だけでなく、第2、第3の候補を示す領域に対しても注
目し、相互結合 型ネットワークによって，これらの候補領域から最適な領
域を選出し，速度分布を求める高解像度 のPIV手法を提案した。

ファジィ推論によるＰＩＶモデル

高木 敏幸、岡本 孝司

本研究では，動的な評価関数を用い一連の遺伝的操作によって粒子の対応付
手法を提案した．さらに，こ れらの対応づけられた粒子の移動量からファ
ジィ推論によって流速分布の推定する手法を提案する．ここで は，採取し
た画像データから一様に速度ベクトルが得られていない場合を考慮し,デー
タの分布に応じたファジィ分割を行 う手法についても示す．さらに，連続
の式を緩やかに満足するような制限を与え，画像中の流 速分布を再構築す
る．PIV標準画像を用 いて解析を行い，本手法の有効性に関して議論を行っ
た．

競合型ニューラルネットワークを用いたPTVアルゴリズム

高木敏幸、岡本孝司

本研究では粒子の対応付けを実現するため，競合型ニューラルネットワーク
を用い，第1画像の粒子と、第2 画面の粒子関に結合荷重を設定し競合学習
によって粒子間の結合強度により粒子の対応づけを行う手法 を提案した．
この粒子間の結合強度の更新式に近傍粒子の結合荷重の変化量を与えること
によって、粒子間の距離のみによっ て粒子が対応付けられることなく、近
傍粒子の流れにあった粒子が対応付けが得られ ることを示した。最後
に，PTVアルゴリズムの性能評価のためにインターネット上に公開されてい
るPIV標準画像を 用いて本手法による有用性を示した．

疎な流速ベクトルからのファジィ推論による3次元流速分布再構築

高木敏幸、岡本孝司

本研究では3次元流れ場に対して，制限された状況において測定された粒子
の流速ベクトルからファジィ推 論によって3次元流れ場全体の流速分布の推
定する手法を提案した．また，空間中に一様に速度ベクトル が得られてい
ない状況を考慮し,データの分布に応じたファジィ分割を行う手法を示し
た．さらに，分割した格子状のファ ジィ分割空間の大きさに応じて連続の
式を満足する制約条件を与え，粒子の移動量が得られな い領域に対しても
滑らかに流速分布を再構築した．本手法をPIVの性能評価のためにインター
ネット上に公 開されている3次元PIV標準画像を用いて解析を行い，本手法
の有効性に関して議論を行った．

電気粘性流体の可視化

中務　貴之、秋山 寛、岡本 孝司、班目 春樹



電気粘性流体(ER流体)は電界を印加することにより,流体の見かけ上の粘度を
可逆的に変化させることのできる流体である. この性質はER効果と呼ばれて
いる.電界を印加することによって流体中の粒子が分極し,静 電気力によって
粒子同士は互いに引き付け合う.その結果, 極板間には鎖状構造が形成される.
これが流動 抵抗となって見かけ上, 流体の粘度は増加する.本研究では、こ
のER流体の挙動をレーザーシートによって可視化し その挙動を解析した。
その結果、従来報告されていない堆積層の形成を発見し、その挙動が流体
の挙動に大きく影響することを明らかにした。また、堆積層の発生機構に関
して、議論を行い流体力と静電 気力の比によって説明できることを示し
た。
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(1) 構成

教授 宮 健三

助教授 出町 和之

助手 内一 哲哉

研究機関研究員 プレダ ガブリエル、フローリン デービット

大学院生

博士課程3年 ラバラ マイケル、程 衛英、ミハラケ オビドュ

2年 高瀬 健太郎　

1年 松江　仁

修士課程2年 清水 良太、杉山 隆浩、 高屋　茂、遊佐 訓孝

1年 松浦 貴洋、三浦　章

学部学生4年 中野 牧人

(2) 主な研究活動

高温超電導バルクにおける浮上力劣化の重イオン照射による改善

水 良太、高瀬健太郎、出町 和之、宮 健三

高温超電導バルクを用いた磁気力浮上系はフライホイールなどの工学的応用
の実現に向けて研究が行われている。フライホイール回転時に発生する交流
磁場は浮上力劣化を引き起こし、その実現化に対する大きな障壁となってい
る。本研究ではY系高温超電導バルクと永久磁石からなる浮上系についての
交流磁場下における浮上力劣化特性の測定を実施した。得られた劣化特性は
数値シミュレーションによる計算結果と比較され良い一致を得た。浮上力劣
化特性の改善を計るべく重イオン照射によるバルク表面へのピンニングセン
タ導入を提案した。実際に照射実験、浮上力劣化特性の測定実験を実施し、
その浮上力劣化低減に対する有効性を示した。さらに臨界電流密度測定手法
としてECT(EddyCurrent Testing)を用いることを提案し、測定実験によりその
適用可能性を示した。

改良型磁束動力学法を用いた高温超電導体の電磁界解析

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


中野　牧人、出町 和之、宮 健三

これまでに当研究室にて開発されてきた磁束動力学法(FD法)に、格子ガス
オートマトン法の取り扱いを適用し計算の高速化を図った。改良されたコー
ドを用いて、重イオン照射後のＢＳＣＣＯ単結晶における臨界電流密度を評
価した結果、計算値と実験値に良い一致がみられ、本コードの妥当性が示さ
れた。本コードを用いて、アキシャル型超電導磁気軸受における回転損失の
不整磁場振幅、不整磁場波長、直流磁場成分に対する依存性を定量的に評価
した。また、超電導体の重イオン照射による回転損失の改善について、その
有効性が本コードによる解析により示された。

Bi系超電導テープの電磁-機械的挙動の解析

ラバラ マイケル、宮 健三

高温超電導線材実用化の可能性を探るため、高温超電導体の中で実用化に近
いとされるBi-2223高温超電導線材に着目し、その電磁及び機械的特性を評
価した。Bi-2223線材の場合、線材の諸特性の中でも特に重要である臨界電
流密度は、複雑な温度、印加磁場等の様々なパラメータに対する依存性をも
つ。これは、線材導体部の結晶構造及び磁束量子の準2次元的な振舞いとい
う中間視的物理に起因するものである。そこで、特性評価を適切に行うた
め、実験的評価とともに超電導線材の中間視的観点に立脚した理論的考察を
併せて行った。

本研究の結論は、
平面型と円柱型の2種類のピン止め中心を導入し磁束量子との相互作用
を考えることによって、電流-電圧特性の理論式を求めた。また、実験
結果との比較により、本理論式の定性的妥当性についても確認した。

1.  

臨界電流密度の温度依存性について 12 T スプリット磁石を用いて実験
的に調べ、JcとB の間の対数的な関係を明らかにした。また、不可逆
磁場曲線についても測定および理論的考察を行なった。その結果、不
可逆磁場と温度の関係が、印加磁場の強さにより2領域に分けられるこ
とを示した。さらに、実験結果との比較により、理論的考察の裏付け
を得た。

2.  

臨界電流のヒステリシスについて測定実験を行い、磁場の垂直成分の
みに依存することを明らかにした。

3.  

超電導テープ内のBi-2223がセラミックスであるために機械的な荷重に
対して敏感であり、曲げ歪みε = 0.4 % のレベルを越えると、不可逆
的な破壊が超電導結晶に生じ、臨界電流の低下が顕著となることがわ
かった。

4.  

高温超電導体における非CuO_2面内の電荷分布による影響のt-Jモデルに基
づく評価

高瀬 健太郎、高屋 茂、宮 健三

本研究では、非CuO_2面に結晶場の乱れなどによる電荷の不均一性があった



場合に生じるポテンシャル場が、超電導性に重要であるCuO_2面上の電子に
及ぼす影響の評価を行った。高温超電導体の物理特性を記述できるとして研
究されているいくつかのモデルの中からt-Jモデルに着目し、t-Jハミルトニ
アンにCuO_2面に生じたポテンシャル場を表す項を摂動として加えた新しい
ハミルトニアンを提案した。このハミルトニアンの基底状態から50個の固有
エネルギー及び固有状態を調べたところ、摂動を加えることにより系の並進
対称性がなくなり固有エネルギーの縮退が解ける様子が確認された。また超
電導性の目安のひとつである正孔間の束縛エネルギーを、様々な形のポテン
シャル場について計算したところ、全ての場合について束縛エネルギーが小
さくなることが明らかになった。これはポテンシャル場が超電導性に不利に
働く可能性があることを示し、応用上の観点から非CuO_2面における結晶場
の乱れは出来る限り避けるべきであることがわかった。

材料劣化診断のための漏洩磁束からの磁化分布再構成

高屋茂、出町和之、宮健三

SUS304のように機器の構造部材として用いられる金属材料のなかには、通
常非磁性体であるが供用中の外荷重や変形、周囲環境の影響により応力集中
部においてマルテンサイト変態を起こし、強磁性を示すようになるものがあ
る。このことから、磁束密度分布の逆解析を行ない金属材料内部の磁化分布
を再構成することによって、疲労などによる劣化、損傷の程度を推定するこ
とが可能であると考えられる。この新しい劣化診断手法が従来の方法より優
れている点は、き裂ができる前の段階で非破壊的に材料劣化を調べることが
できるところにある。本研究では、ニューラルネットワークを用いて磁束密
度分布から磁化分布再構成を行なう手法を開発した。さらに、疲労損傷が与
えられたSUS304試験片の磁束密度測定結果から磁化分布の再構成を行っ
た。磁化分布再構成結果からき裂および切断面の一部で磁化している様子が
確認できた。また得られた磁化分布の妥当性を確かめるために、磁化分布再
構成結果から求めた磁束密度分布と測定データとの比較をおこなったが、両
者は良く一致した。今回はき裂が導入された試験片について磁化分布の再構
成を行なったが、本手法はき裂発生以前においても有効な手段となるであろ
うと思われる。

保全関連システムの特徴量抽出に関する数理的方法の開発

杉山浩隆、内一 哲哉、宮 健三

原子力発電設備等の保全活動の最適化のためには、まず保全活動や保全の対
象となるシステムの分析が必要である。そこで、本研究では、以下の２つの
システムに着目して、保全に有用な情報を抽出することを試みた。

保全関連文書の要約 膨大な量にのぼる定期検査報告書、設計文書等の
保全文書から保全活動に有用な情報を抽出することを目的に、自然言
語処理に基づく自動要約システムを構築した。具体的には、文章中か
らプラントの信頼性、安全性や保全に関して重要度の高いセンテンス
をニューラルネットワークを用いて抽出する。開発されたシステムを
用いて、様々な保全関係文書を解析した結果、プラントの信頼性、安

1.  



全性、保全活動に関して重要な情報を喪失することなく、文章を要約
することが可能であることが示された。
Fault Tree によるプラント信頼性、安全性解析保全活動の最適化、合理
化を念頭においた、プラントのFault Tree Analysis を実施した。ミニマ
ルカットセットによる 定性的及び定量的解析により、機器が含まれる
ミニマルカットセットの次数が、保全活動の概ねの指針を与えること
が示された。また、Fussel-Vesely法、リスク増加評価による重要機器
の選定を行い、重要機器を絞り込むことができた。

2.  

高温超電導トカマクの炉心設計

ミハラケ オビデウ、内一 哲哉、宮 健三

高温超電導コイルによりプラズマ不安定性が抑制されれば、高非円形度のプ
ラズマ配位が可能となり、炉心性能の向上と炉の小型化が期待できる。一
方、現在ITERの低コストオプション(RCO)の検討作業が進められ、ITER小型
化の可能性が追求されている。この現状を踏まえ、本項目では非円形度、及
びプラズマ大半径を除きRCOと同じ条件を用いて設計を行い、高温超電導コ
イルの導入によりさらなる小型化が可能であるかを検討した。新たに開発し
た安定性解析コードを用いて炉心設計を行った結果、高温超電導コイルを導
入することでより大半径5mという小型な(RCO大半径は約6m)高効率炉の設
計が可能であることが示された。

A-φ法によるECT信号解析

程衛英、宮 健三

通常欠陥は特定の部分に集中して発生するため、その信号はきわめて複雑な
ものとなる。このような問題に対処すべく、近年新たに4センサー型のプ
ローブが開発されたが、本研究においてはこのプローブの特性を定量的に評
価するため、A-φ解析コードを用いた順問題解析を行った。その結果、4セ
ンサープローブは従来のパンケーキプローブに比べて分解能が優れているこ
と、また複数欠陥が存在する場合には、パンケーキ、4センサーいずれのプ
ローブにおいてはその信号は各々の欠陥によるものの単純な重ねあわせにも
ならないことなどが示された。また、従来の解析コードはその解析体系が比
較的単純な形状に限られていたが、今回新たに改良を加えることによって、
支持板などを含む領域での解析、さらに磁性体の取り扱いをもが可能となっ
た。

ニューラルネットワークを用いた自然き裂の再構成

遊佐訓孝、宮健三

近年の目覚しい研究の発展により、渦電流探傷においては人工欠陥に対する
再構成手法はほぼ確立されたと言っても過言ではない。しかしながら、渦電
流探傷法における最終的な目標は蒸気発生器に発生した欠陥、すなわち自然
欠陥の再構成であり、人工欠陥を対象とするものではない。本研究において



は自然欠陥のもつ断面における電気的接触という特徴を考慮し、内部導電率
分布を有する欠陥の形状再構成をニューラルネットワークを用いて行う手法
を確立した。数値解析解を用いた検証の結果、本手法はたとえ信号に２０％
もの人工白色雑音が含まれていた場合でも十分な精度の解を与えるというこ
とが示された。



UTNL-W-0009J
Section 2.3

2. 研究活動

2.3. ビーム物質相関部門

(1) 構成

教授 勝村 庸介

助教授 上坂　充

柴田裕実(原子力総合センター)

客員助教授 中島　一久（KEK）

助手 渡部貴宏

リサーチアソシエイト 呉　国忠

研究員 李　細峰、小林　鉄也

協力者 吉井康司、上田 徹(当研究施設ライナック管理部)

大学院生

博士課程2年 木下　健一、ナスル　ハフス

修士課程2年 菅原　淳、室屋　裕佐

1年 奥田　泰之

学部学生4年 寺田　洋平、西原　鉄平

(2) 主な研究活動

新レーザーシステムにおけるフォトカソードＲＦ電子銃の性能評価

小林鉄也，上坂充，上田徹，菅原淳，勝村庸介，室屋裕佐，吉井康司，渡部貴宏

フォトカソードRF電子銃は、 従来の熱電子銃に比べ、低エミッタンスのシ
ングルバンチビームの生成が可能であり、次世代高エネルギー加速器などの
入射器として注目を集めている。当施設では、昨年、サブピコ秒パルスラジ
オリシス計画のため、新たなフェムト秒T3レーザーシステム及び新15MWク
ライストロンを電子ライナックに導入した。これら新システムにおいて、
フォトカソードRF電子銃の性能評価を改めて行った。その結果、世界的に
もトップレベルである7nCもの大きな電荷量（量子効率）の電子ビームが得
られた。大電荷量を得るには真空度の向上が効果的あることが分かった。こ
れらの結果から、放射線科学実験への応用利用にも有効性が認められる。2
年半以上の運転において銅カソードのQEに劣化は見られず、その耐久性を
確認できた。

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


サブピコ秒電子パルス・フェムト秒レーザーの高精度同期

渡部貴宏、室屋裕佐、菅原淳、上田徹、吉井康司、小林鉄也、勝村庸介、上坂充

複数の極短量子パルスを用いた研究分野は、サブピコ・ピコ秒パルスラジオ
リシス、ピコ秒X線回折、レーザー航跡場加速等幅広いが、いずれも両パル
スの高精度同期が必要不可欠な課題となっている。従来のライナック・レー
ザー同期精度は3.5ps(rms)であったが、本研究においてサブピコ秒同期が可
能な新同期システムの設計・構築を行った。最大のジッター要因は、基
準RF・レーザーオシレータ間ジッターおよびクライストロン間相互ジッ
ター（いずれも数ps）であり、新0.3TWフェムト秒レーザーおよび高出力ク
ライストロンの導入により、それぞれ1ps以下に抑えた。システム構築後同
期実験を行った結果、1.9ps(rms)までの同期精度を確認すると共に、今後ラ
イナック冷却系の安定化を図ることでサブピコ秒同期が達成できることを確
認した。

フラクチュエーション法による極短電子バンチ評価

渡部　貴宏、　上坂　充

電子バンチ中の電子の位置のバンチ毎のランダムさに起因する、インコヒー
レント放射の変動から電子バンチ長を評価するフラクチュエーション法のシ
ミュレーションを行った。本手法にはバンチ長の評価の物理的限界がないの
が魅力的である。現在、レーザープラズマライナック方式によって、10fs程
度のバンチ長の電子バンチの生成を目指した研究が行われているが、これは
ストリークカメラの時間分解能200fsを大きく下回っている。そこで新たな
計測手法として注目されている。可視波長の光を利用でき、シングルショッ
トでバンチ幅とエミッタンスを同時に測ることができる。

超臨界水のパルスラジオリシス

勝村庸介、呉国忠、室屋裕佐、寺田洋平、李細峰

パルスラジオリシスを用いて、超臨界水を含め、室温から400℃までの温度
範囲で水和電子や炭酸ラジカルなどと挙動を調べた。水和電子の吸収スペク
トルが温度の上昇に伴い、吸収ピークが著しく赤外領域にシフトすることが
分かった。ところが、炭酸ラジカルの吸収バンドが温度に影響されなかっ
た。水和電子やラジカルのG値と吸収係数の温度依存性も検討した。超臨界
水の物性が室温の液体水とかなり違うため、溶媒とラジカルとの相互作用も
大きく変わる。

ポンプ・プローブ法を用いる超高速反応の研究

室屋裕佐、渡部貴宏、呉国忠、李細峰、小林鉄也、菅原淳、上田徹、吉井康司、上坂
充、勝村庸介

超高速な放射線誘起反応の初期過程解明に向け、本研究ではポンプ・プロー



ブ方式によるサブピコ・ピコ秒パルスラジオリシスシステムの設計・構築を
行った。従来時間分解能は数10psに留まっていたが、本システムはこれを1
桁上回るものである。時間分解能にはポンプ・プローブのパルス幅、同期精
度等が支配的である。ポンプには18Lライナックで生成可能となっているサ
ブピコ秒電子パルス、プローブには従来のチェレンコフ光に代わりフェムト
秒レーザーを用い、これらを新同期システムにおいてサブピコ秒同期を行う
ことで高時間分解能化が可能である。システム構築を進めつつ、非圧縮のピ
コ秒電子ビーム、フェムト秒基本波レーザーを用いた予備的実験を行った結
果、30psの時間分解能を確認した。依然改善の余地を残しており、今後更な
る高時間分解能化を目指す。

時間分解X線回折に関する研究

木下　健一、西原　鉄平、上坂　充

当施設では現在、極短パルスビーム生成技術の発展を後ろ盾に、原子の高速
過渡現象(コヒーレントフォノン、熱膨張、相転移、衝撃波生成等)を解明す
る為のピコ秒時間分解X線回折システムの構築を目的とした研究を進めてい
る。システムは、12TW50fsレーザーによるレーザープラズマX線をプローブ
光に、レーザー光そのものをポンプ光に用いて組まれている。現在までにX
線発生から静止画像取得までの準備実験と、原子動画像化のシミュレーショ
ンが行われており、目下、動画像取得の為の実験が進められているところで
ある。

レーザープラズマライナックによる電子・イオンビーム生成

奥田泰之、Nasr Hafz、木下健一、 渡部貴宏、 小林鉄也、 上田徹、 吉井康司、 中島一
久、 上坂充

従来より、当施設ではライナックによる超短電子パルスの生成研究が行われ
てきた。本研究では、平成11年度より、当施設に設置されているフェムト秒
高速量子現象研究設備の一つであるフェムト秒高出力レーザーを用いて、ラ
イナックを使用しない、フェムト秒超短電子パルスの生成を目指すものであ
る。数値解析の結果では25MeV,12fs,1nC,5πmm・mradの電子パルスが生成
されており、平成１２年度中に実験による検証が行われる。　
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2. 研究活動

2.4. 原子炉設計工学研究部門

(1) 構成

教授 岡 芳明

助教授 越塚 誠一

助手 斉藤 勲 ・ 岡村 和夫 ・ 向原 民

研究機関研究員 劉 杰

技術官 助川 敏男 ・ 上田 徹 ・ 貴家 憲彦 ・ 寺門 勉 ・ 間渕 幸雄
・ 仲川 勉

大学院生

博士課程3年 池田 博和

2年 近澤 佳隆

1年 ホ・ソン

修士課程2年 松浦 正治 ・ 白濱 寿敏

1年 野村 克也

学部学生4年 石渡 祐樹

(2) 主な研究活動

超臨界圧軽水冷却高速炉の増殖性の研究

石渡 祐樹, 岡 芳明, 越塚 誠一

　超臨界圧軽水冷却炉は、超臨界圧水を冷却材とし、炉心で加熱された冷却
水の全量がそのままタービンへ送られる貫流直接サイクル型の原子炉概念で
ある。現行の軽水炉よりもシステムが簡素で熱効率も高く、経済性の飛躍的
な向上が期待できる。炉心の燃料を稠密に配置すれば高速炉とすることがで
きるが、これまでの設計では増殖比が1.0をわずかに上回る程度であった。
本研究では、まず、様々な炉心のパラメータが燃料の増殖に与える影響を調
べた。次に、燃料棒を太径にし、ブランケット燃料集合体を練炭型（冷却水
が円管内を流れ、その周囲を燃料が囲むもの）にすれば、燃料体積比を向上
することができ、増殖比1.04以上を達成できることがわかった。なお、練炭
型ブランケット集合体は、従来のペレット燃料では製作することが難しい
が、振動充填方式を採用すれば製作可能であると考えられる。また、振動充

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


填方式はコスト低減にも寄与する。

超臨界圧軽水冷却炉の安定性の研究

白濱 寿敏, 岡 芳明, 越塚誠一

超臨界圧軽水冷却炉では、炉心内で相変化は生じないものの、擬臨界温度を
通過するために冷却水の密度変化が大きい。そのため、沸騰水型軽水炉で検
討されているような、チャンネル水力安定性や炉心安定性が問題となること
も考えられる。そこで、超臨界圧軽水冷却炉の安定性を周波数領域で解析す
る計算コードを開発した。コードでは超臨界圧水を冷却材としていることか
ら単相流を扱う必要があり、従来の沸騰水型軽水炉で扱っていた二相流とは
別の方程式が必要である。また、貫流直接サイクルであることも、再循環
ループを有する従来の沸騰水型軽水炉とは異なるところである。開発した
コードを用いて超臨界圧軽水冷却熱中性子炉のチャンネル水力安定性と炉心
安定性をおこなったところ、起動時および定格運転時のいずれにおいても減
幅比は現行軽水炉の基準を満たしていることがわかった。今後、設計パラ
メータに対する感度解析、高速炉の場合の安定性、変圧起動方式の際に現れ
る二相状態での安定性、についても検討する予定である。

超臨界圧軽水冷却炉のサブチャンネル解析と不確かさの解析

向原 民, 岡 芳明, 越塚 誠一

原子炉では、出力分布が径方向に一定でなかったり、流路面積が一様でない
などの場合に、冷却水の流量分布に偏りが生じるなど、設計値からの変動を
生じることが考えられる。これらは設計上の余裕の範囲内に収まる必要があ
るが、超臨界圧軽水冷却炉についてどの程度こうした余裕を見込む必要があ
るかは系統的に検討されてはいなかった。特に、これまでの設計では、炉心
の各領域の燃料棒１本分の流路（サブチャンネル）を取り上げて熱流動解析
をおこなっていたため、サブチャンネル形状の統計的な誤差などを検討でき
なかった。そこで、超臨界圧軽水冷却炉の燃料集合体１体を扱えるサブチャ
ンネル解析コードを新たに開発し、燃料集合体内の非一様性や製作上の統計
誤差の影響を調べた。超臨界圧軽水冷却炉では炉心内での密度変化が大きい
ため、出力の高いサブチャンネルでは冷却水の膨張によって周囲のサブチャ
ンネルに冷却水が流出する傾向がある。そのため、液体金属冷却高速増殖炉
と比較すると、燃料集合体中心部から周辺部への冷却水の流出が生じ、中心
部では被覆温度が相対的に高くなる。ただし、燃料周辺部でのグリッドス
ペーサの圧力損失を高くしたり、グリッドスペーサにフィンを付けるなどし
て混合促進をおこなうと、こうした問題点は大幅に改善できることが分かっ
た。今後は、製作上の統計誤差、および、設計上考慮すべき余裕について検
討をおこなう予定である。

超臨界圧軽水炉におけるLOCAの感度解析

趙 國昌, 岡 芳明, 越塚誠一

これまでの超臨界圧軽水冷却炉の安全解析より、冷却材喪失事故(LOCA)に



よって設計パラメータが制約されると予想される。特に、稠密炉心を採用す
る高速炉では、LOCA時の再冠水の特性より炉心高さの上限が決まってしま
い、炉の大型化が制限されてしまうことも考えられる。そこで、超臨界圧軽
水冷却炉のLOCA解析コードSCRELAを用いて設計可能なパラメータ範囲を
調べた。最高線出力密度、炉心高さ、燃料棒間距離、燃料棒直径、自動減圧
系の遅れ時間と流路断面積、ダウンカマ幅と高さ、下部プレナム容積、蓄圧
注入系容量、および低圧注入系容量に対する被覆最高温度の感度解析をおこ
なった。燃料棒配置の稠密化によって可能な炉心高さは減少するが、ダウン
カマ高さなどの圧力容器の設計パラメータを調節すれば、高速炉であって
も1500～1700MWeクラスの大型炉が設計可能であることが示された。

粒子法を用いた蒸気爆発素過程の数値シミュレーション

池田 博和, 劉 杰, 越塚 誠一, 岡 芳明

原子炉のシビアアクシデントにおいて懸念されている蒸気爆発は、強い衝撃
波を伴うためその機械的エネルギーによって圧力容器や格納容器を破損する
ことが考えられる。これまでの研究では、粒子法(MovingParticle
Semi-implicit, MPS Method)を用いた溶融物細粒化過程の２次元シミュレー
ションより、溶融物細粒化のメカニズムとしてCiccarelli-Frostの仮説が妥当
であることが示された。さらに、日本原子力研究所のParkらがおこなった水
ジェットの潜り込み挙動の可視化実験をMPS法によって解析し、潜り込み深
さなどが実験と良く一致した。これによってMPS法による溶融物細粒化のシ
ミュレーションの妥当性が確かめられた。さらに、溶融物液滴細粒化の３次
元解析をおこない、Ciccarelli-FrostのＸ線ラジオグラフィによる写真と一致
する結果が得られ、３次元体系においてもCiccarelli-Frostの仮説が細粒化過
程として妥当であると結論した。現在は、上記の細粒化機構による発生機械
エネルギーの評価のため、圧力波伝播解析コードを開発している。

粒子法による溶融炉心-コンクリート相互作用の解析

松浦 正治, 越塚 誠一, 岡 芳明

　原子炉のシビアアクシデントでは、溶融炉心が格納容器内のコンクリート
床上に落下すると、コンクリートが高温の溶融炉心によって熱分解すると考
えられている。コンクリートは熱分解すると炭酸ガスなどの非凝縮性ガスが
発生するので、これを停止させなければやがて格納容器が破損する。平成１
０年度はステンレスを溶融物に用いたSWISS-2実験の解析をおこない、溶融
物プール上面での安定クラストの形成が計算結果においても確認され、コン
クリートの侵食速度や冷却水への熱流束が実験と良く一致した。平成１１年
度は溶融炉心模擬物質（コリウム）を用いたMACE-M0実験の解析をおこ
なった。コリウムは融点が高いため、溶融物プール上面だけでなく、側面や
下面にもクラストが形成される。そのため、SWISS-2実験と比較してコンク
リートの侵食速度は遅くなる。さらに、両側面を周期境界として無限大体系
の解析をおこなった。コンクリート分解ガスによりクラストが割れることを
想定すると、比重の重いクラストの破片は側壁による支えが無いために溶融
物プールに沈みこみ、比較的長時間、高い除熱を維持できることが分かっ



た。ただ、本解析がx-y２次元であるので、３次元性が考慮されていないと
いう問題がある。また、最終的に溶融炉心が冷却可能であるかどうかを判断
するためには、溶融炉心が細粒化して固化し、デブリベッドに変化する過程
を解析する必要がある。

粒子法による圧力容器内炉心保持の解析

野村 克也, 越塚 誠一, 岡 芳明

米国スリーマイル島の原子力発電所の事故では、溶融炉心の一部が圧力容器
下部ヘッドに移行していたが、そこで冷却され、圧力容器の破損にまで至ら
なかった。溶融炉心が圧力容器下部ヘッド内で凝固すると、熱収縮のために
ヒビ割れが形成され、そこに冷却水が浸透して溶融炉心の冷却が達成された
と考えられている。そこで本研究では、溶融炉心が下部ヘッドに落下する際
の、溶融物液滴の分裂や凝固の過程のシミュレーションをおこない、溶融物
が落下後どのような形状になるのかを調べる。平成１１年度は、液-液系に
おいて液滴がどのように分裂するかをMPS法によって解析し、ウェーバー数
に従って分裂様式が異なることを示した。今後は、気-液系での分裂過程、
沸騰を伴う系での分裂過程、と研究を進めていく予定である。

粒子法による液体ナトリウム漏洩燃焼事故の解析

越塚 誠一, 池田 博和, 岡 芳明

　高速増殖炉「もんじゅ」で発生した２次系の液体ナトリウム漏洩燃焼事故
では、比較的少量のナトリウムが２次系配管より漏洩し、配管の直下にあっ
た空調ダクトに衝突して飛散し、床ライナー上に落下した。同時に、ナトリ
ウムは空気や湿分と化学反応を生じるため、極めて複雑な現象となる。安全
上は床ライナーの温度が重要であり、これを予測することが解析に求められ
ている。そこで、粒子法を用いてこの複雑現象の予測を試みる。平成１１年
度は解析に必要な基礎研究として、表面張力の計算モデルの開発をおこなっ
た。粒子数密度を用いることで、液面形状を描くことなく表面張力を計算す
ることができ、界面の大変形を扱える粒子法の特徴を損なうことがない。本
モデルをエタノール液滴の振動に適用し、振動周期について解析解との良い
一致が得られた。また、本モデルを用いて液体の広がりの解析をおこなった
ところ、ある程度床面上に薄く広がると、表面張力によって複数の液滴に急
速に分裂することが分かった。

粒子モデルを用いた弾性、塑性および粘塑性の計算手法の開発

近澤 佳隆, 越塚 誠一, 岡 芳明

固体力学の分野でも、複雑形状や界面の大変形を扱うため、メッシュを必要
としない計算手法の開発が望まれている。そこで、流体の問題にこれまで適
用してきたMPS法を固体力学にも適用し、平成１０年度までに薄肉弾性体お
よび厚肉弾性体の粒子計算モデルを開発した。平成１１年度は、厚肉弾性体
と流体との相互作用の解析、および、大きさの異なる粒子を用いた空間解像
度の制御方法の開発をおこなった。厚肉弾性体-流体相互作用としては、波



を受ける海岸構造物を解析し、波の衝突と海岸構造物内部の変位が粒子法に
よって同時に計算できることを示した。さらに、粒子の大きさを変えられる
ように計算モデルを拡張し、応力集中問題でその有効性を示した。現在は、
大変形を伴う塑性および粘塑性の計算モデルの開発をおこなっている。

MPS-MAFL法による核沸騰の数値シミュレーション

Yoon Hang Young, Heo Sun, 越塚 誠一, 岡 芳明

MPS-MAFL法は粒子法であるMPS法に、格子生成を必要としない移流ス
キームであるMAFL(Meshless Advection using Flow-directional Local-grid)法を
組み合わ せたもので、任意ラグランジュ-オイラー系の計算が可能であ
る。MPS-MAFL法によって、界面の大変形を扱いつつ、局所的な空間解像
度の調節ができる。MPS-MAFL法を用いてHan-Griffithによるサブクール沸
騰の実験の解析をおこなった。加熱壁上での気泡の成長速度や、気泡の離脱
半径は実験と良く一致した。さらに、計算結果から伝熱量を評価したとこ
ろ、これも実験と良く一致した。伝熱機構として、対流、熱伝導、潜熱の３
種類に分割して評価したところ、対流の寄与が80%以上であり最も支配的で
あることがわかった。以上より、核沸騰の直接シミュレーションが本研究に
よって初めて成功したと結論できる。今後は過渡沸騰現象や膜沸騰現象を対
象として研究を進め、沸騰遷移を予測できるような直接シミュレーション技
術の確立を目指す。

koshi@tokai.t.u-tokyo.ac.jp
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2. 研究活動

2.5 ライナック運転管理部

1、 構成

管理部長 宮 健三 教授

(副)管理部長 上坂 充 助教授

管理部員 吉井康司助手、上田徹技術官、小林鉄也研究機関研究員

2、 主な研究活動

(1) フォトカソード高周波電子銃の性能試験

フォトカソード照射用レーザーシステムを住友重機械工業製の全固
体Nd：YLF レーザーシステム（PULRISEII）に更新し、性能試験を行った。
その結果、エミッタンス：10π mm-mrad 、パルス長：5ps、エネル
ギー?3MeV、電荷量：1nC、電荷量の安定度1%(rms)の電子ビームを発生で
き。又、銅カソードの量子効率の低下(5×10-5) が認められたが、10-10torr
の真空度にすることで、1.4×10-4の量子効率まで回復した。

(2) フォトカソード高周波電子銃の性能試験 △

平成10年度末に導入された0.3TWレーザー装置のレーザー出力を２分割し、
一方をフォトカソードRFガンに、一方をプローブ光とする放射線化学の超
過渡現象解明を行うポンプアンドプローブ法の構築を行った。この研究の一
環として、フォトカソードRFガンへの照射用レーザーシステムを0.3TWレー
ザーを用いたものに更新してのRFガンの特性試験を行った。その結果、ガ
ン出口で7nC近い電荷量が確認され、Q値も1.4×10-4と大きな値が観測さ
れ、電荷量のサチュレーションの傾向も観測された。又、電荷量が大きい場
合と小さい場合において、RF位相に対するピーク位相のずれが観測され
た。

(3)15MWクライストロンと5KWサブハーモニック半導体増幅器の導入によ
る特性試験

平成10年度末に15MWクライストロン及びパルサーと5kWサブハーモニック
半導体増幅器の更新を行った。

今までは7MWクライストロン２台のシステムで加速管３本とRF-電子銃への
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マイクロ波の供給を行なっていた。今回、15MWクライストロンを導入する
最大の利点は、２台のクライストロンの同時運転よりも１台のクライストロ
ンで出力を２分割する方式の方が、パルサーが１台で済むためクライストロ
ン相互の位相ジッターがなくなり安定度の向上が期待されることである。
従って新システムでは35MeVライナックモードでは、15MWクライストロン
出力を２分割してそれぞれの加速管に7.5Mを供給し、また、18MeVライナッ
クモードではRF-GUNと加速管一本に各々7.5MWを供給することができる。
一方、クライストロンIは従来のまま残し、今までと同じ28MeVモードでの
運転が可能である。クライストロンの仕様としては、基本的に従来と同じ空
間内に納める必然性から、パルサー電源の小型化を計った。また、高安定化
のためにインバータ方式による半導体直流高圧電源方式を選択した。短パル
スビームを目指しているため、パルス巾は、1μs内での電圧、位相、平坦度
の安定度を補償することとした。従って、長パルス(4.5μs) ビーム運転はで
きなくなる。繰返しも、小型化を考慮して従来の1/4の50 ppsまでとした。詳
細設計は三菱電機（株）が行なった。また、476MHzサブハーモニック増巾
器の更新を行なった。従来は板極管7651と7214を使用していたが、最近の半
導体技術の発展によりトランジスタで制作し、5kW,30μs, 100ppsの性能とし
た。安定度は出力安定度１％以内、位相安定度±1゜以内とした。大きさは
従来の1/2に小型化された。詳細設計は日本高周波（株）が行なった。

(4)サブピコ秒パルスラジオリシス同期システムの開発

放射線誘起反応初期過程の解明を目的として、18MeVライナックを用いて、
上記（３）に示す新同期システムを用いて、ピコ秒電子パルスとフェムト秒
レーザーの同期実験と、これらを照射、測定用パルスとするピコ秒パルスラ
ジオリシス実験を行なった。

新同期システムにおいては、0.3TWフェムト秒チタンサファイアレーザーを
ビームスプリッタで分岐し、電子パルス生成用にレーザーフォトカソー
ドRF電子銃への入射光として用いるだけでなく、測定光としても用いる
（レーザー駆動方式）ことが大きな特徴で、更なる電子ビーム・レーザー高
精度同期を目的とした。その結果、従来型同期システム（熱電子銃とフェム
ト秒レーザーの電気的制御方式）における3.7ps[rms]を上回る、2.1ps[rms]の
同期に成功した。次にパルスラジオリシス実験を行った所、30psの時間分解
能を達成し、またピコ秒領域における水和電子およびプロトンとの反応によ
る時間減衰の測定に成功した。

(5)12TW 50fsレーザーを用いたピコ秒Ｘ線発生実験

現在構築中のピコ秒時間分解Ｘ線回折システムのＸ線源強化のため
に12TW50fsレーザーおよびパラボリックミラーを導入しレーザープラズマ
Ｘ線発生実験を行った。発生したＸ線を結晶に照射してＸ線回折を行い回折
像を取得した。我々は、物質の極短時間領域における動的挙動解明のための
手法の一つとして、ピコ秒時間分解Ｘ線回折法の研究を行ってきた。これ
は、超短パルスレーザーをポンプ光、極短Ｘ線パルスをプローブ光として、
ポンプ光により結晶に誘起した過渡的変化の情報をＸ線回折像として取得す
る方法であり、これによって熱膨張や格子振動など結晶のピコ秒時間領域に



おける動的挙動の直接的な観測が可能となる。これまでに、ライナックから
のサブピコ秒Ｘ線パルスによる結晶の静的回折像の取得や3TWレーザーを用
いたレーザープラズマＸ線の発生に成功しているが、いずれもＸ線発生量が
弱いなどの問題により動的な回折像の取得にはいたっていない。そこで、本
研究ではＸ線発生量を増加し、時間分解Ｘ線回折を実行するため
に、12TW50fsレーザーおよび反射光学系を導入し、レーザープラズマＸ線
発生実験を行っている。

RFフォトカソードＸバンドリニアックの設計研究

加速器を小型化するために、Ｘバンドのシステム設計検討している。Ｘバン
ドリニアックを用いフェムト秒のビームの発生については、以前から検討を
進めている。例えば、熱電子銃とSHB,2本（加速とエネルギー変調）のＸバ
ンド加速管、アークタイプの磁気パルス圧縮装置で100[fsec] のビーム発生が
可能であるというシュミレーション結果が得られた。また、ＳバンドRF電
子銃と２本のＸバンド加速管のシステムについても検討を行った。検討が進
むに従い、構成機器が減少しシステムは単純化している。

さらに、単純化・小型化を目指し、フォトカソードＸバンドRF電子銃と１
本のＸバンド加速管、シケインタイプの磁気パルス圧縮装置から構成される
システムの検討を行った。ビームシュミレーション結果、150fsの電子ビー
ムの発生の可能性が示された。　
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2.6 ブランケット管理部

(1) 構成

助教授 山口 憲司

助手 小野 双葉

外国人特別研究員 Bousniouk, Andrei (1998年12月27日～)

受託研究員 垣内 一雄 (1998年8月1日～1999年3月31日)

(2) 研究活動

核融合炉ブランケット固体増殖材料表面と水素同位体の相互作用に関する研
究

核融合炉ブランケット固体増殖材料表面と水素同位体の相互作用に関する研究

核融合炉ブランケット固体増殖材からのトリチウム回収を促進するために、
微量の水素をスイープガスに添加することが提案されている。これは、増殖
材表面と水素の相互作用を利用するものであるが、その詳細は良く分かって
いない。当研究グループでは、水素あるいは水蒸気の存在下での高温蒸発質
量分析に加え、固体の表面状態に非常に敏感である仕事関数の測定を行うこ
とで、この問題の打開に新しい視点を投じつつある。今年度は、Li2Oと
LiAlO2 について実験を行い、酸素ポテンシャルの変化に伴う仕事関数変化
が、気相分子の吸着・脱離に支配されることを明らかにしたが、従来
Li2TiO3 で見られた傾向とは著しく異なるものであることが分かった。

材料中の水素輸送過程に対する表面効果の研究

山口 憲司 (協力者; システム量子工学専攻・寺井 隆幸、山脇 道夫)

Nb は核融合炉プラズマ排気より燃料粒子である水素同位体を選択的に回収
するための「超透過」膜ポンプの候補材料と考えられている。Nb 試料に対
する熱解離水素(重水素)原子駆動透過速度について、これまでに山型
のArrhenius plot が得られているが、1.5 keV重水素イオン駆動透過実験によ
る下流側表面再結合速度係数を用いた評価によって、各透過速度に対する膜
内バルク下流端水素濃度、続いてバルク上流端における水素濃度が求められ
た。その 600～1000 K における Arrhenius plot は直線的に右上がりのものと
なり、一見、上流側表面を介した疑似平衡的な関係が成立しているように見
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受けられるものとなった。一定の入射フラックスに対する600 K での水素濃
度は、1000 K でのそれの2 桁以上の値となり、極めて温度依存性の大きいこ
とが示された。一方、定常到達時間に関しては実験結果は動的シミュレー
ションによる予想を大幅に上回るものとなり、Gorsky効果や表面における捕
獲の効果などが議論されているさなかである。過渡状態における輸送制御は
実機運転上の重要課題のひとつと考えられており、モデリングと実験条件の
継続的な検討が必要と考えられている。

水素輸送過程に関しては、拡散律速型と従来分類されてきた幾つかの金属に
おいて、拡散係数と再結合速度係数の関係、温度によって、表面律速の傾向
が出現することが報告されて来たが、シミュレーションおよび実験で確認さ
れた。 　

Ni における低圧ガス駆動透過実験では上流側ガス圧力の低下・高真空条件
への接近とともに予測より低い透過速度が得られた。これは高真空化による
表面の影響の顕在化によるものと考えられ、入射粒子種に注目した比較を行
うと、同一フラックスの加速イオンの強制注入あるいは熱領域に近い速度の
原子のexposure と比較して、表面で 解離しにくいガス分子では一般にバルク
上流端水素濃度は低くなり易く、従って平坦濃度プロファイル・表面律速へ
の移行が起こりやすいものと考察される。

プラズマ駆動「超透過」による水素同位体精製に関する基礎的研究

A. Busnyuk, 山口 憲司 (協力者; システム量子工学専攻・寺井 隆幸, 山脇 道夫)

水素同位体の「超透過」現象は、核融合炉燃料サイクルにおける燃料精製過
程に応用される可能性を有しており、本研究では、超透過膜システムを組み
込んだプラズマ試験装置を用い、超透過の実現に大きな役割を果たすと言わ
れる表面不純物の存在がプラズマ粒子と金属膜との相互作用に及ぼす影響を
明らかにすることを目的としている。透過膜には、ニオブ(Nb)あるいはパラ
ジウム(Pd)を用いており、不純物源として、黒鉛ターゲットが組み込まれて
いる。今年度、ようやく装置の組み立てが終り、本格的に実験が可能になっ
た。以下のテーマについて今後研究を予定しており、既に実験データが得ら
れつつある。

透過膜上への炭素不純物の堆積による水素透過性への影響。●   

物理スパッタリングの閾値より低いエネルギーでの超透過の可能性に
関する検討。

●   

安定で持続性のあるプラズマ駆動「超透過」条件の探索。●   

ハイドライド(水素化物)燃料の評価に関する研究

垣内 一雄, 小野 双葉, 山口 憲司 (協力者; システム量子工学専攻・寺井 隆幸, 山脇 道夫)

BWR では、炉心内で冷却水が沸騰することから、炉心上部で中性子減速不
足が生じる特徴がある。水素化物燃料を BWR に適用することができれば炉
心上部でも高い熱中性子束が得られ、出力分布の平坦化、燃焼の均一化等の
性能向上の可能性が考えられる。水素化物燃料の BWR への適用可能性を検



討するために平成10年度より本研究を開始し、これまで製造性検討、物性評
価を行った。その結果、水素化物燃料の熱伝導度は UO2 と比較して約3～5
倍程度優れていることが分かった。　一方、原子炉燃料として固有の安全性
を有すると考えられているアクチノイド水素化物 U-Th-ZrH x や ThZr2Hx な
どの水素吸収放出特性、微紛化特性、熱膨張率、比熱、熱重量などの熱物性
特性に関する研究を行っている。これらは原子力発電所などの廃棄物である
使用済核燃料のいわゆる高レベル放射性廃棄物中に含まれる
237Np241Am、243Am などの長半減期放射性核種の消滅処理や Th 資源の有効
利用に応用できる可能性を有している。今年度は U-Th-ZrH 2Hx 照射試験用
ペレット製造、ThZr2Hx の水素吸蔵試験、熱測定試験を行い、プラトー特
性、熱膨張率、比熱、熱重量変化等に関する知見を得た。

NaFe複合酸化物の精製と化学熱力学特性に関する基礎的研究

小野 双葉、山口 憲司 (協力者; システム量子工学専攻・山脇道夫)

「もんじゅ」事故において当該配管室に備えられていた炭素鋼製の構造物の
一部に損傷あるいは減肉が認められた。これらの損傷部近傍対象とした材料
分析では、NaFe複合酸化物が検出されている。サイクル機構による「燃焼実
験ⅠおよびⅡ」では、生成したNaFe複合酸化物の種類や鉄の酸価数等も異な
ることが確認されている。腐食機構の解明や、今後の構造物損傷抑制を適切
に行う為には、生成した各種NaFe複合酸化物の信頼性の高い熱力学データが
必要である。このことから、夫々の化合物に対して以下の熱力学的特性など
基礎的なデータ整備に関わる以下の検討を行う。

NaFe複合酸化物(Na4FeO3、NaFeO2、Na4Fe5O9、Na5FeO4 など)を単独
で合成する手法を確立する。: 極低酸素ポテンシャルで生成す
るNa4FeO3をはじめ、NaFe複合酸化物を研究室で合成する技術を開発
する。

1.  

合成した上記NaFe複合酸化物について、熱力学特性データを取得す
る。: Na4FeO3の融点(分解点)、高酸素ポテンシャル下におけるNa4FeO3
生成(安定性)の確認をはじめ、合成したNaFe複合酸化物について熱力
学的データの取得など試験評価を行う。

2.  

熱力学データベース(MALT2)により検討され、提案されたFeO-Na 2O状
態図の確認。: MALT2により検討・提案されたFeO-Na 2O状態図には
「もんじゅ」事故および「燃焼実験ⅠおよびⅡ」で確認されなかっ
たNa2FeO2化合物の存在など不確かな問題も多く残している。また、
これまでに提案された文献値にも整合性がない。このことから合成し
た化合物の熱測定など基礎データの取得によりデータベースを整備す
る。

3.  

これらの検討・確立によりNa-Fe系複合酸化物の熱力学特性が整備され、
「もんじゅ」事故の機構解明、さらにはNa化合物を取り扱う化学熱力学計測
技術の確立と、信頼性の高い標準データの提供が可能となる。



トリチウムによる汚染とその除染に関する研究

小野 双葉 (協力者; システム量子工学専攻・田中 知、山脇 道夫)

核融合炉燃料である水素同位体のトリチウムに対して、トリチウム取扱装置
などでトリチウムガスあるいはトリチウム水蒸気の供給から回収または廃棄
までの一連の操作を行うと、配管材料や測定機器の内壁などには必ずトリチ
ウムの吸着(付着)が起こる。この際、吸着したトリチウムはガススイープあ
るいは真空排気などの操作では容易に脱離せず、吸着したトリチウムの一部
は表面に残る。その結果材料などの汚染がもたらされる。この汚染の度合は
材料の種類、表面状態および取扱い時の真空度などで大きく異なる。また、
キュリーオーダー以上の取扱においては、より深刻な問題になることは良く
知られている。吸着トリチウムによる材料の汚染やその除染、あるいは吸着
トリチウムの再放出等に関する問題は、環境安全あるいは安全取扱上のみな
らず、測定精度への影響、計量管理上からも重要である。　

核融合炉における燃料サイクルの中での水素吸着・吸蔵のメカニズム
をFT/IR、TG-DTA等の分析手法や熱力学データ等を積極的に利用して、さ
らに水素同位体のトラップメカニズムについて検討していく予定である。こ
れによって、核燃料サイクルでの水素同位体の分離・回収技術さらには水素
貯蔵材の開発に発展させたいと考えている。

熱分析装置を用いた各種原子力関連材料の熱物性測定実験

小野 双葉

核燃料材料の基礎物性に関する実験を行ってきているが、ウランーマンガン
系化合物等あるいはウランートリウム系化合物等さらにはナトリウムー鉄系
複合酸化物等の熱的特性はこれまで実験的に測定された例があまりない。そ
の理由として核燃料物質を取り扱える施設は限定されてしまうことや生成物
が大気中で不安定であることなどが挙げられる。 　

しかし、原子炉での想定される事故や燃料の安全性等の観点からは、これら
燃料材料等の熱的特性を明らかにすることは重要である。ここでは、トリチ
ウム工学実験室に設置されているマックサイエンス製熱分析装置(TD-3000)
を用いてこれら燃料材料などの熱特性を実験的に求めて、既存の熱力学デー
タとの比較やデータベースとなりうる熱力学的データを取得する事を目的と
する。　

得られた実験データは、それぞれの開発中の新しい核燃料材料の挙動評価に
際して、熱力学的データベースとして有用な資料となる。
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2. 研究活動

2.7 重照射運転管理部

(1) 構成

助教授 柴田　裕実

助手 岩井　岳夫

技官 田口　賢治

(2) 主な研究活動

放射線物理化学の研究
Study on Radiation Physics/Chemistry

最近のビーム科学技術の進展や放射線（ビーム）利用の急速な発展にとも
なって、液相や固相などの凝縮系の放射線化学、高分子材料や有機材料の
ビーム照射効果の基礎、気相におけるイオン分子反応や原子分子過程、凝縮
系における放射線物理の研究などの基礎的な研究の重要性が強く認識されて
いる。最近の主要研究課題を以下に示す。

A. 電子線と重イオンでは、ＬＥＴあるいは阻止能に数ケタの違いがあるの
で、電子線やγ線照射による低密度電子励起より生じる物理・化学過程と重
イオン照射による高密度　電子励起より生じるそれらとは照射する系によっ
て大きく異なる場合がある。有機物を中心に高密度電子励起後の特異反応の
研究を行っている。

B. 電子線及びイオンビームパルスラジオリシス法を用いて、通常の方法では
測定困難な反応性に富む短寿命の反応中間体を直接測定することにより、基
本的な物質の放射線化学反応を解明し体系化する。

C. 生物や半導体素子への重イオン照射効果を考える上でトラック構造の解明
が重要である。そこでイオンビームによるマイクロドシメトリーに関する研
究を行っている。　

D. 原子核や素粒子実験に用いられる粒子検出器として固体、液体シンチ
レータがあるが、その発光に関わる化学反応機構は詳細にはわかっていな
い。発光の効率の向上やＬＥＴ依存性を考える上で放射線によって誘起され
る化学反応の機構を解明する必要があり、電子線、ＳＲ、イオンビーム照射
における比較研究を行っている。

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


マイクロリソグラフィ用レジストの基礎研究
Fundamental Study on Resist Materials for Micro-lisography

　最近、エレクトロニクスや新材料開発の分野では電子ビーム、イオンビー
ム、レーザービーム、Ｘ線、低温プラズマなどを用いた新技術の開発が著し
いが、新しい技術の壁を破るためには、基礎的な研究が重要であるとの認識
が強くなってきている。特に放射線と放射線感応性材料との相互作用の初期
過程はピコ秒やナノ秒時間 領域の測定手段がないと解析しきれないことが
多く、ほとんど行われていない。
我々はマイクロリソグラフィ用レジストの初期過程をパルスラジオリシス法
を用いて研究している。最近の主要研究課題を以下に示す。

A. 超ＬＳＩ作製等のための超微細加工のキーテクノロジーである高感度レ
ジスト、特に化学増幅系レジストの反応機構の解明
B. 超微細加工上重要な酸素プラズマ耐性のあるポリシロキサンやポリシラン
等のシリコン化合物の反応機構の研究

ビーム工学
Beam Engineering

　ビーム工学は微量分析、新材料の合成、超微細加工、新ビーム源の開発等
の多くの分野で急激に重要性を増し、研究量も非常な速度で増加している。
我々も以下のようなイオンビーム、電子線、シンクロトロン放射光を用いた
分析・測定技術や短いパルスビームの発生、さらに８年度からは月軌道人工
衛星搭載用検出器の校正に使用するため、宇宙塵を模擬するダストイオン源
の開発研究を行っている。

A. イオンビームを用いた時間分解吸収及び発光スペクトル測定法の開発と
その応用
B. イオンビームによる固体からの原子・分子脱離機構の研究のための測定技
術開発
C. マイクロイオンビームの開発とその応用
D. シングルイオンヒット装置の開発とその応用
E. 短い電子線パルスの発生研究
F. 電子線の新加速方法であるプラズマによる加速の研究
G. 新しいビームモニターであるDesmarquest（酸化クロムを含むアルミナ）
の研究
H. 宇宙空間で飛び交う微粒子を模擬するためのダストイオン源の開発とそ
の応用
I. 陽電子ビームの発生とイオンビーム照射下陽電子ビーム実験装置の開発

固体材料の照射損傷の研究
Radiation damage in Solids

　核融合炉や軽水炉などの原子力エネルギーシステムにおいて、構造材料の



中性子照射損傷はそのシステムの安全性を左右する極めて重要な問題であ
る。照射損傷の機構を理解するためには中性子照射だけにとどまらず、多様
な照射手段を用いた実験データを有機的に活用していくことが望ましい。重
照射研究設備の加速器はもちろん、弥生炉、ブランケット棟の加速器、原研
高崎の加速器、ＪＭＴＲ、ＦＦＴＦなど、多彩な照射手段を有効に用いて、
以下のような研究を行っている。

A. バナジウム合金はオーステナイト系ステンレス鋼に比べて耐スエリング
性で優れた性質を持つが、近年になってFeやCrなどのアンダーサイズ原子の
添加によりスエリングが著しく加速されることがわかり、その機構理解はス
エリングそのものの機構理解という意味でも重要な意味を持つ。重照射研究
設備の二重ビーム照射装置によりアンダーサイズ原子添加したバナジウム合
金中でのヘリウムのキャビティ核生成や転位組織発達に及ぼす効果、またバ
ナジウム合金の照射誘起偏析に関する研究を行っている。

B. 軽水炉圧力容器鋼の中性子照射脆化は軽水炉システムの寿命を左右する重
要な問題で、寿命評価・焼き鈍しによる回復挙動予測などを微視的な機構に
基づいて行おうという機運が高まっているが、その微視的な機構はまだ明ら
かにされておらず、機構解明を目的とした照射実験を行っている。

C. イオン照射実験は非常に制御された比較的大きい実験マトリクスを組める
利点があるが、中性子照射に比べてその損傷領域が表面近傍に限られること
から電子顕微鏡など限られた照射後試験法しか用いられない。こうした現状
を打破するため、イオン照射による機械的性質変化を評価するための手段と
して、微小押し込み試験によるイオン照射硬化の評価法の開発を行ってい
る。

D. ピコ秒オーダーで起こる原子はじき出し衝突カスケード損傷構造は、全
ての照射効果に影響を与える重要な問題であり、カスケード損傷構造理解を
目的とした実験的研究を行っている。

iwai@tokai.t.u-tokyo.ac.jp
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森本 雄一郎

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


UTNL-W-0009J
Section 4.2

4. 教育

4.2 原子炉機器工学研究部門

博士論文
「Analysis of Electromagnetic and Mechanical Performance of
Bi2Sr2Ca2Cu3Ox Superconducting Tapes」

RABARA, Michal
「Study on Quantitative Evaluation of Surface Breaking Flaws
by Eddy Current Testing」

CHENG, Weiying
�

修士論文
「高温超電導バルクによける浮上力劣化の重イオン照射による改善」

清水 良太
「保全関連システムの特徴量抽出に関する数理的方法の開発」

杉山 浩隆
「材料劣化診断のための漏洩磁束からの磁化分布再構成」

高屋　茂
「渦電流探傷法による自然欠陥の再構成」

遊佐 訓孝
卒業論文

「改良型磁束動力学法を用いた高温超電導体の電磁解析」
中野 牧人

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html
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Section 4.3

4. 教育

4.3 ビーム物質相関部門

修士論文
「コヒーレント放射スペクトル次元解析によるサブピコ秒電子パルス
評価」

菅原 淳
「サブピコ秒パルスラジオリシスシステムの構築と活用」

室屋裕佐
卒業論文

「超臨界水のパルスラジオリシス」
寺田洋平

「時間分解Ｘ線回折の基礎研究」
西原鉄平

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


UTNL-W-0009J
Section 4.4

4. 教育

4.4 原子炉設計工学研究部門

博士論文
「粒子法による蒸気爆発の溶融金属細粒化過程の数値解析」

池田　博和
修士論文

「超臨界圧軽水冷却炉の安定性解析手法」
白濱　寿敏

「溶融炉心-コンクリート相互作用のMPS法による解析」
松浦　正治

卒業論文
「超臨界圧軽水冷却高速炉の増殖性の研究」

石渡　祐樹

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html
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Section 5

5. 研究施設一年間の行事

月日 行事等内容

1O年4月1日
採用
勝村麗子事務補佐員、武藤晶子事務補佐員、鹿野英
美子事務補佐員、利根川博子事務補佐員

3日 重照射研究棟設備安全管理委員会

9日

研究施設の名称変更
東京大学工学部附属原子カ工学研究施設から
東京大学大学院工学系研究科附属原子カ工学研究施
設に変更

16日 採用
武田紀子技能補佐員

17日 ライナック20周年記念式典

24日 臨界記念行事

5月21日 文部省・科学技術庁の合同視察 全9名

28日 平成10年度臨時補佐会 総長以下25名

6月3日 第102回核融合炉プランケット基礎実験装置運営委員
会

11日 弥生研究会「廃棄物処理処分の界面・表面科学」

12日 弥生研究会「第2回核エネルギーシンポジウム」

19日 放射線安全管理委員会

22日 県・要請による事故・故障発生時の通報連絡訓練実
施(時間外)

7月21日 弥生研究会r核融合炉材料研究会

27日 弥生研究会「放射線反応の解明と応用」

31日 原子炉部会

8月21日 退職
勝村麗子事務補佐員

24～25日 弥生研究会「原子力分野における流体関連振動研究
会」

9月11日 重照射研究棟・設備安全管理委員会

25日 第66回原子炉実験計画委員会、

　 第46回ライナック実験計画委員会

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


10月13日 第95回原子カ工学研究施設運営委員会

23日 防火・防災災害対策合同委員会

11月13日 原子炉保安規定棟等による非常訓練実施

12月11日 弥生研究会「粒子画像流速測定法研究会」

31日 退職
鶴大悟助手

11月1月1日 併任
中島一入客員助教授

22日 ライナック管理運営委員会

2月1日 第55回原子炉管理運営委員会

9日 第67回原子炉実験計画委員会
第47回ライナック実験計画委員会

8～9日 弥生研究会「放射線検出器とその応用研究会」

18日 協議員会

26日 原研との研究協力会議(東海)

3月1～2日 弥生研究会「ライナックの技術と応用に関する研究
会」

9日 弥生研究会「新型核燃料材料」

10日 第96回原子カ工学研究施設運営委員会

15日 弥生研究会「粒子法研究会」

].6日 弥生研究会「核融合炉燃料サイクルの基礎過程」

19日 保安に係る教育の実施

24日 弥生研究会「研究炉等の運転・管理及ぴ改良に関す
る研究会」

26日 第103回核融合炉ブランケット基礎実験運営委員会

30日 退職
稲沢孔江事務補佐員

31日 退職
原野英樹助手、澤田麻美子事務補佐員



UTNL-W-0009J
Section 6

6. 施設見学者一覧

施設見学来訪者一覧(平成11年度)

受付 来訪日 来訪者 見学先

１ 5.26 Univ.of Cassino G.Rubinacci 他１名 炉、ＬＩＮＡＣ

２ 6.1 三菱重工　田原　義壽　他２名 炉

３ 8.3 東大教養学部１年生　赤松亮介　他３７名 炉、LINAC

４ 9.1 京都大学　宇津呂　雄彦　他３名 炉、ＬＩＮＡＣ、
ＨＩＴ

５ 9.29 東大・工　井川数志　他　２３名　
（原子炉実習前半組） ＨＩＴ

６ 10.15 東大原総センター　佐々野　善昭　他１４
名 ＨＩＴ

７ 10.26 東京電力　峰松外部評価委員 炉、ＬＩＮＡＣ、
ＨＩＴ、ＢＬＴ

８ 11.17 日立製作所　小田　将史氏　他４名 炉

９ 1.15 東大教養学部１年生　藤本一多　他５名 LINAC、BLT

１０ 2.15 中部電力　竹下　明 炉

１１ 2.25 KAERI S.H.Kim　他2名 炉、LINAC

１２ 3.14 チュラロンコン大　Nares Chankorn　他２
名 炉

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


来訪者数合計　105名
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Section 7.1

7. 海外出張記録等

7.1 教職員海外出張記録
（１）������������ 教　職　員　海　外　出　張　記　録

番
号 出張期間 氏　名 官　

職 訪問国 主　要　目　的

１

11. 4.16
～11. 4.30

勝村 庸介 教 授 スイス

フランス

オランダ

非極性溶液中の放射線初期過
程に関する調査研究

高温水放射線化学とフェムト
秒高速現象に関する研究

放射線化学ミラー会議出席・
発表

２ 11. 4.25
～11. 4.28

岡本 孝司 助教
授

大韓民国 韓国―日本合同PIV研究会出
席

３

11. 5. 8
～11. 5.21

宮�� 健
三

教 授 イタリア

ギリシャ

フランス

ISEM学会出席

第1回日本・ギリシャ合同セ
ミナー

研究打合せ

４

11. 5. 9
～11. 5.17

出町 和之 助教
授

イタリア

ギリシャ

ISEM学会出席

第1回日本・ギリシャ合同セ
ミナー

５ 11. 5.16
～11. 5.23

山口 憲司 助教
授

ロシア トリチウム工学に関する国際
ワークショップ出席・発表

６ 11. 5.16
～11. 5.21

岡本 孝司 助教
授

アメリカ 第2回可視化と画像処理に関
する国際会議出席

７
11. 5.29

～11.6.10
岡�� 芳

明
教 授 ドイツ

アメリカ

欧州発電会議出席

米国原子力学会出席

８

11. 6.24
～11. 7. 4

上坂��
充

教 授 ハンガリー

ギリシャ

フェムト秒レーザーの材料科
学への応用に関する調査研究

次世代プラズマ加速器国際
ワークショップ出席・発表

９
11. 7. 5

～11. 7. 7
宮�� 健

三
教 授 大韓民国 日韓拠点大学交流研究者交流

（韓国における核融合炉工学
に関する調査研究）

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


１
０

11. 7. 9
～11. 7.18

出町� 和
之

講 師 アメリカ IC JNN99（ニュートラル
ネットワークに関する国際会
議）出席

１
１

11. 7.15
～11. 7.24

岡本� 孝
司

助教
授

アメリカ アメリカ・日本機械学会合同
流体工学国際会議

１
２

11. 7.16
～11. 7.23

高木� 敏
幸

研究
機関
研究
員

アメリカ アメリカ・日本機械学会合同
流体工学国際会議

１
３

11. 7.17
～11. 7.29

岡�� 芳
明

教 授 イギリス

アメリカ

MOX燃料調査

国際発電会議出席

１
４

11. 7.17
～11. 7.26

勝村� 庸
介

教 授 アイルラン
ド

放射線研究国際会議出席

イオンビーム放射線化学及び
高温水放射線化学に関する意
見交換等打合せ

１
５

11. 7.17
～11. 7.26

呉�� 国
忠

リ
サー
チア
ソシ
エイ
ト

アイルラン
ド

放射線研究国際会議出席

イオンビーム放射線化学及び
高温水放射線化学に関する意
見交換等打合せ

１
６

11. 7.28
～11. 8. 5

宮�� 健
三

教 授 アメリカ 第5回電磁現象を用いた非破
壊検査の国際ワークショップ
出席（ENDE‘99）

１
７

11. 7.31
～11. 8. 7

上坂��
充

教 授 アメリカ 第5回電磁現象を用いた非破
壊検査の国際ワークショップ
出席（ENDE‘99）

原子炉材料劣化評価に関する
研究打合せ

１
８

11. 8. 1
～11. 8. 7

山口 憲司 助教
授

オーストラ
リア

ニューサウスウェールズ大学
との研究協力に関する打合せ

１
９

11. 8. 7
～11. 9. 6

渡部 貴宏 助 手 アメリカ フェムト秒電子パルス計測に
関する調査研究

２
０

11. 8.17
～11. 8.28

向原��
民

助 手 ドイツ 炉物理に関する夏の学校に出
席

２
１

11. 8.22
～11. 8.28

岡�� 芳
明

教 授 アメリカ 確率論的安全評価国際会議出
席

２
２

11. 8.30
～11. 9. 5

岡本 孝司 助教
授

ドイツ

イタリア

多次元流速計測標率に関する
調査

ヨーロッパPIVNetの会合に
出席し標準に関する調査



２
３

11. 9. 14
～11. 9. 25

山口 憲司 助教
授

ロシア

�

イタリア

「プラズマ対向材における水
素リサイクリング」国際ワー
クショップに出席し、研究発
表を行う。

第５回「核融合炉工学」国際
シンポジウムに出席して研究
発表を行う。

２
４

11. 9. 14
～11. 9. 20

岡本 孝司 助教
授

アメリカ 第3回PIVワークショップ国
際会議出席

２
５

11. 9. 15
～11. 9.19

田中源太郎 助 手 アメリカ 第3回PIVワークショップ国
際会議出席

２
６

11. 9. 18
～11. 9. 28

宮�� 健
三

教 授 イタリア

ハンガリー

ISFNT（第５回核融合炉工学
国際シンポジウム）に出席

研究打合せ

２
７

11. 9. 18
～11. 9. 26

内一 哲哉

�

助 手 イタリア 第５回「核融合炉工学国際シ
ンポジウム」に出席・論文発
表

２
８

11.10.5
～11. 10.16

山口 憲司 助教
授

アメリカ 「セラミックス増殖材ブラン
ケット相互作用」ワーク
ショップに出席して、研究発
表を行う。

「第9回核融合炉材料」国際
会議に出席して研究発表を行
う

２
９

11. 10. 16～

�� 11. 10.
24

宮�� 健
三

教 授 アメリカ 米国の研究所及び発電所の
方々と意見交換を行うととも
に、米国の研究所発電所の予
防保全関連の調査を行う

３
０

11. 10. 19～

�� 11. 10.
23

班目 春樹 教 授 大韓民国 日韓拠点大学交流。共同研究

３
１

11. 10. 24～

�� 11. 10.
29

岡�� 芳
明

�

教 授 アメリカ 軽水炉安全情報会議出席

３
２

11. 11. 13～

�� 11. 11.
26

岡�� 芳
明

�

教 授 アメリカ

ドイツ

オーストリ
ア

米国原子力学会出席

新型原子炉の調査

国際原子力機関専門家会議出
席



３
３

11. 11. 15～

�� 11. 11.
21

越塚 誠一 助教
授

ドイツ 圧力容器外融合炉心冷却性
ワークショップ出席

３
４

11. 11. 29～

�� 11. 12.
5

岡�� 芳
明

�

教 授 アメリカ 発電技術国際会議出席

３
５

11. 12. 6～

��� 11.
12. 10

岡本 孝司 助教
授

大韓民国 粒子画像流速計測標準に関す
る国際共同研究の打合せ

３
６

11. 12. 12～

��� 11.
12. 16

班目 春樹 教 授 シンガポー
ル

アジア太平洋振動工学会議出
席

３
７

12. 1. 9
～12. 1.17

勝村 庸介 教 授 インド 放射線化学・応用放射線化学
グループとの情報交換

放射線光化学のトロンベイシ
ンポジウム出席及び発表

３
８

12. 1.18
～12. 1.23

宮�� 健
三

教 授 ベトナム 第２回日本─ベトナム合同セ
ミナー

３
９

12. 2.27
～12. 3. 5

宮�� 健
三

教 授 アメリカ 米国機械学会規格委員会

４
０

12. 3. 1
～12. 3. 5

岡本 孝司 助教
授

アメリカ 多次元画像流速計測標準に関
する国際共同研究の打合せ

４
１

12. 3. 4
～12. 3.11

岡�� 芳
明

教 授 オーストリ
ア

国際原子力機関評価委員会出
席

４
２

12. 3.14
～12. 3.24

宮�� 健
三

教 授 オーストラ
リア

第11回日豪ジョイレトセミ
ナー

第９回MAGDAコンファレン
ス

４
３

12. 3.14
～12. 3.23

出町 和之 講 師 オーストラ
リア

第１回日本─オーストラリア
合同セミナーに出席・発表

第９回MAGDAコンファレン
スに出席・発表

４
４

12. 3.18
～12. 3.25

上坂��
充

教 授 オーストラ
リア

電磁力学会会議に出席・発表

フェムト秒イオンビーム材料
相互作用に関する調査研究



４
５

12. 3.25
～12. 4. 8

岡�� 芳
明

教 授 オーストリ
ア

フランス

アメリカ

諮問委員会出席

新型原子炉設計情報交換

原子力工学国際会議出席

�
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Section 4.3

(2) 大学院生海外出張記録
機器

氏　名 学年 期　間 訪問国 目　的

ラバラ　マイケル Ｄ3 平成11年6月27日～7月6日 アメリカ
4th Joint
ISTEC/MRC
Workshop 出席

高屋　茂 M2 平成11年6月27日～7月6日 アメリカ
4th Joint
ISTEC/MRC
Workshop 出席 �

遊佐　訓孝� Ｍ2 平成11年7月23日～8月6日 アメリカ�
カナダ

4th E'NDE 出席
QNDE'99 出席

三浦　章 M1 平成12年1月18日～23日 ベトナム

�2nd
Vietnam-Japan
Symposium on
Advance in
Applied
Electromagnetics
and Mechanics 出
席

佐々木 俊武 M2 平成11年5月16日～5月21
日 アメリカ PSFVIP2 出席

Bistriteane Mihai D3 平成11年8月30日～9月6日 チェコ FIV 出席

松山 敬介 D3 平成11年11月27日～12月2
日 アメリカ NOLTA 出席

平成11年12月12日～12
月16日

シンガポー
ル APVC 出席

菅原淳 M2 平成11年3月25日～4月3日 アメリカ

Particle
Accelerator
Conference 1999
　出席

室屋裕佐 M2 平成11年3月25日～4月3日 アメリカ

Particle
Accelerator
Conference 1999
　出席

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html


平成12年1月9日～1月17日 インド

Trombay
Symposium on
Photochemistry
and
Radiationchemistry
2000　出席

ナスル　ハフス D1 平成11年6月27日～7月2日 ギリシャ

nternational
Workshop on 2nd
Generation Laser
and Plasma
Accelerators 出席
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Section 4.3

(3) 海外研究員・短期留学生記録

　　　氏　名 　　　国
　籍� 所属研究室

　　　　
　　　期
　間

　目　
的�

Florin David� ルーマニ
ア

原子炉機器工学
研究部門

平成12年 1
月～平
成12月 5月

研究協
力�

Preda Gabriel ルーマニ
ア�

原子炉機器工学
研究部門

平成11年 1
月～平
成12月 3月

研究協
力�

Mihalache Ovidiu� ルーマニ
ア�

原子炉機器工学
研究部門

平成 9年10
月～平
成12月 9
月�

学位取
得�

Rabara Michal� スロバキ
ア

原子炉機器工学
研究部門

平成 8年10
月～平
成11年 9
月�

学位取
得�

程 衛英� 中華人民
共和国�

原子炉機器工学
研究部門

平成 9年�
4月～平
成12年 3
月�

学位取
得�

呉　国忠 中華人民
共和国� ビーム物質相関部門 平成10年9

月～

リサーチ
アソシエ
イト

李　細峰 中華人民
共和国� ビーム物質相関部門

平成11年4
月～平
成12年3月
　

研究員

Nasr Haf エジプト ビーム物質相関部門

平成10
年10月～
平成13年9
月

学位取得

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html
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8. 学会賞等

(1) 学会賞等の受賞
岡本 孝司、可視化情報学会功労賞、1999年7月10日●   

上坂　充　日本AEM学会最優秀著作賞「電磁現象と逆問題」（養賢
堂）、平成12年3月

●   

(2) 招待講演
岡本 孝司、「異機種間の文章交換」、PDF Conference'99, Ebisu, July
28-29.

●   

K. Okamoto, "PIV standard experiment in Japan," PivNet Workshop, Rome,
Sept. 3-4.

●   

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html
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9. UTNLレポート一覧

平成10年度UTNL-Rレポート一覧表

No. 著者名 表題

0366 山口 憲司 弥生研究会:第8回「核融合炉燃料サイクルの基礎過
程」研究会報告書

0367 山口 憲司 弥生研究会:第9回新型核燃料材料研究会 講演資料集

0368 田中 知 弥生研究会:「廃棄物処理・処分の界面・表面科
学4」

0369 班目 春樹 弥生研究会:「原子力分野における流体関連振動研究
会」報告書

0370 岡本 孝司 原子力工学研究施設年報

0371 小野 双葉 原子力工学研究施設共同利用成果報告書

0372 岡 芳明 弥生研究会:「新型炉研究会(第8回)」報告書

0373 勝村 庸介 平成10年弥生研究会「放射線反応の解明と応用(2)」
イオンビーム放射線化学

0374 岡本 孝司 弥生研究会:「粒子画像流速測定法研究会(VI)」報告
書

0375 高橋 浩之 弥生研究会:「放射線検出器とその応用」報告書

0376 吉井 康司
弥生研究会:「ライナックの技術と応用に関する研究
会(7)」-粒子ビーム/レーザー/プラズマの相互作用と
その応用- 発表要旨集

0377 出町 和之 弥生研究会:原子力核融合の保全構築に向けて

0378 斉藤 勲 平成10年度弥生研究会「研究炉等の運転・管理及び
改良に関する研究会」報告書

http://www.tokai.t.u-tokyo.ac.jp/utnl-w/0009/index.html
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